
　
契
約
上
24

時
間
営
業
は

必
須
で
あ
る

と
、
人
手
不

足
で
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ

た
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
の
オ
ー

ナ
ー
ら
の
団
体
が
求
め
た
団
体

交
渉
を
拒
否
し
て
い
た
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
の
社
長
が
交
代
す

る
に
至
っ
た
。
一
方
、
直
営
店

で
営
業
時
間
短
縮
を
試
験
的
に

行
い
だ
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
▼
始
ま
り
は
、
午
前
7
時
か

ら
午
後
11
時
だ
っ
た
も
の
が
、

24
時
間
営
業
が
当
然
の
こ
と
に

な
り
、
全
国
津
々
浦
々
に
5
万

余
の
コ
ン
ビ
ニ
が
で
き
た
。
生

活
上
当
た
り
前
に
存
在
す
る
も

の
と
な
っ
て
久
し
い
が
、
利
用

者
に
便
利
で
あ
っ
て
も
、
あ
ち

こ
ち
に
無
理
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
▼
医
療
で
も
似
た

よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
日
勤
か
ら
そ
の
ま

ま
当
直
、
明
け
た
ら
そ
の
ま
ま

日
勤
、
時
間
外
労
働
は
当
た
り

前
、
労
働
基
準
法
な
ど
糞
食
ら

え
が
医
師
の
医
療
現
場
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
日
本
の
医
療

は
支
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
以
前
は
、
そ
ん
な
も

の
だ
と
過
ご
さ
れ
て
い
た
が
、

働
き
方
改
革
で
勤
務
医
の
状
況

は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
▼
コ

ン
ビ
ニ
は
、
人
手
不
足
の
た
め

に
夜
間
閉
店
と
い
う
選
択
が
で

き
て
も
、
医
療
の
方
は
そ
う
は

い
か
な
い
。
医
師
の
人
手
を
増

や
す
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。京
都
府
は
、医
師
多
数
区
域

と
な
っ
て
お
り
、
増
や
す
こ
と

が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
と
ど
う

す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
の

オ
ー
ナ
ー
と
同
様
、
個
人
事
業

主
で
あ
る
開
業
医
は
勤
務
医
の

よ
う
に
は
い
か
な
い
。
ど
う
な

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

（
門
雀
庵
）

選
挙
公
示
　
議
長
・
副
議
長

新
代
議
員
の
方
々
へ

　
京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員

会
の
議
長
、
副
議
長
の
任
期

（
2
年
）
が
、
2
0
1
9
年
4

月
30
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

す
。
任
期
終
了
に
あ
た
り
新
代

議
員
か
ら
議
長
、
副
議
長
を
選

出
し
ま
す
。
規
約
第
19
条
お
よ

び
選
出
内
規
に
よ
り
、
次
の
要

領
で
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
＝
2
0
1
9
年
4
月

10
日
（
水
）

　
▽
立
候
補
締
切
日
時
＝
4
月

22
日
（
月
）
午
後
4
時

　
▽
選
挙
す
る
役
職
名
＝
代
議

員
会
議
長
1
人
、
副
議
長
1
人

　
▽
任
期
＝
2
カ
年
：
19
年
5

月
1
日
〜
21
年
4
月
30
日

　
▽
選
挙
日
程
・
場
所
＝
5
月

16
日
（
木
）
午
後
2
時
15
分
か

ら
、
京
都
税
理
士
会
館
に
て
、

第
1
9
7
回
臨
時
代
議
員
会
を

開
催
し
選
挙
を
行
い
ま
す
。

　
※
選
出
内
規
第
16
条
に
よ

り
、
立
候
補
届
出
の
あ
っ
た
候

補
者
が
定
数
以
内
の
と
き
は
投

票
を
行
わ
ず
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
が
候
補
者

を
も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま

す
。

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立
候

補
届
出
書
は
本
協
会
の
所
定
の

様
式
を
使
用
し
、
所
定
の
候
補

者
経
歴
表
を
添
付
し
て
立
候
補

締
切
日
時
ま
で
に
、
本
人
が
京

都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議

長
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
立
候

補
届
出
書
お
よ
び
候
補
者
経
歴

表
は
本
協
会
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。（
選
出
内
規
第
5
条
お
よ

び
第
6
条
、
第
7
条
）

　
▽
所
信
表
明
＝
投
票
に
よ
る

選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
各

候
補
者
は
代
議
員
会
で
所
信
表

明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
選
出
内
規
第
9
条
）

　
▽
選
挙
公
報
＝
投
票
に
よ
る

選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
京

都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議

長
は
立
候
補
届
出
書
等
の
書
類

審
査
の
う
え
、
速
や
か
に
選
挙

公
報
を
作
成
し
、
代
議
員
お
よ

び
予
備
代
議
員
に
送
付
し
ま

す
。（
選
出
内
規
第
10
条
）

　
高
齢
者
が
初
診

で
来
院
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
地
元

の
方
だ
け
で
な

く
、
移
住
さ
れ
た

方
も
い
る
。
大
半

は
家
族
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
だ

が
、
故
郷
に
戻
ら
れ
た
方
も
い

る
。
中
に
は
縁
故
者
な
し
の
移

住
も
あ
る
。
家
族
と
の
同
居
・

近
居
も
あ
れ
ば
、
高
齢
者
向
け

住
宅
に
入
居
の
方
も
い
る
。
実

家
の
管
理
の
た
め
の
方
も
い
る
。

　
今
、
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
。
故
郷
・
親
元
・
住
み
慣

れ
た
場
所
か
ら
の
転
居
は
、
就

学
・
就
職
す
る
若
者
だ
。
不
安

は
あ
る
が
、
希
望
を
抱
い
て
の

転
居
だ
ろ
う
。
高
齢
者
に
も
希

望
を
抱
い
た
移
住
の
方
は
お
ら

れ
る
。
し
か
し
初
診
目
的
の
多

く
は
、
継
続
加
療
や
、
介
護
保

険
の
申
請
で
あ
る
。
不
安
を
伴

う
転
居
で
あ
ろ
う
。
生
活
環
境

の
変
化
は
心
身
の
負
担
に
な

る
。
希
望
を
抱
い
た
転
居
な
ら

ま
だ
し
も
、
不
安
を
伴
う
転
居

は
体
調
悪
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
な
ぜ
住
み
慣
れ
た
場
所
に
住

め
な
い
の
か
。
家
族
が
近
隣
に

不
在
だ
っ
た
り
、
地
域
の
見
守

り
が
な
く
な
っ
た
た
め
だ
ろ

う
。
介
護
保
険
で
高
齢
者
も
独

居
で
生
活
す
る
こ
と
は
可
能
に

な
っ
た
。
し
か
し
介
護
職
は
不

足
し
て
い
る
。
特
養
入
所
者
3

人
に
1
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
15
人
に
1
人
は
介
護
職
が

必
要
で
あ
る
。
在
宅
の
場
合
、

さ
ら
に
人
手
が
必
要
に
な
る
。

少
子
高
齢
化
で
労
働
人
口
が
減

少
す
れ
ば
介
護
難
民
や
存
在
を

忘
れ
ら
れ
た
高
齢
者
が
増
え

る
。
国
は
介
護
職
に
外
国
人
労

働
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決

め
た
。
し
か
し
出
身
国
と
の
経

済
格
差
は
い
ず
れ
な
く
な
り
外

国
人
労
働
者
も
来
な
く
な
る
。

　
家
族
や
地
域
社
会
の
介
護
力

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
今
や
住
宅
地
は
個
人
シ
ェ
ル

タ
ー
の
集
合
体
で
あ
る
。
日
常

生
活
・
社
会
活
動
の
場
所
で
は

な
く
な
っ
た
。

　
本
来
、
道
は
車
で
は
な
く
人

が
歩
き
、佇
み
、遊
ぶ
場
所
で
あ

る
。
街
に
商
店
・
事
務
所
・
作

業
所
・
農
地
が
あ
れ
ば
人
の
出

入
り
が
あ
る
。
子
ど
も
が
遊
べ

ば
親
が
見
守
る
。
高
齢
者
も
居

場
所
が
あ
り
、
見
守
っ
て
も
ら

え
る
。
地
域
の
仕
事
は
地
域
の

シ
ル
バ
ー
人
材
に
依
頼
す
れ
ば

よ
い
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
や

収
入
に
も
な
る
。技
能
・
体
力
・

時
間
の
あ
る
高
齢
者
は
た
く
さ

ん
い
る
。
地
域
住
民
の
力
を
引

き
出
す
こ
と
が
重
要
だ
。
住
民

に
稼
ぎ
の
た
め
で
は
な
く
、
社

会
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
が
肝
心
だ
。

　
地
域
が
活
性
化
す
れ
ば
、
住

民
に
愛
着
が
生
ま
れ
、
余
所
者

も
関
心
を
持
つ
。
Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｊ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
し
、
地

域
は
再
生
さ
れ
る
。
消
滅
危
惧

自
治
体
も
復
活
す
る
。
こ
の
ま

ま
だ
と
住
宅
地
は
ゴ
ー
ス
ト
タ

ウ
ン
と
な
る
。

　
最
近
孤
独
死
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
ら
な
く
な
っ
た
。

地
域
社
会
の
介
護
力

高
め
る
こ
と
が
肝
要

初再診料引上げ求め厚労省と懇談
アンケート調査で会員意見を集約

　「
初
・
再
診
料
の
引
上
げ
を

求
め
る
要
請
」
で
は
、
協
会
の

代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
本
紙
第

3
0
3
4
号
既
報
）
の
結
果
を

紹
介
。
初
診
料
は
平
均
値
で
プ

ラ
ス
1
6
9
点
（
中
央
値
で
プ

ラ
ス
70
点
）、
再
診
料
は
平
均

値
で
プ
ラ
ス
59
点
（
中
央
値
で

プ
ラ
ス
30
点
）、
外
来
診
療
料

は
平
均
値
で
プ
ラ
ス
40
点（
中

央
値
で
プ
ラ
ス
20
点
）
を
要
望

す
る
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
次
回
改
定
に

お
い
て
初
診
料
、
再
診
料
、
外

来
診
療
料
を
大
幅
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
求
め
た
。

　
次
に
、「
内
服
薬
の
一
包
化

の
評
価
お
よ
び
注
射
薬
の
処
方

料
、
処
方
箋
料
の
新
設

を
求
め
る
要
請
」
で

は
、
当
協
会
が
18
年
12

月
に
実
施
し
た
全
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

紹
介
。
こ
の
内
容
を
踏

ま
え
て
、
次
回
改
定
に

お
い
て
、
①
分
包
機
を

設
置
し
、
医
師
、
薬
剤

師
が
内
服
薬
を
一
包
化

し
た
場
合
の
技
術
料
と
し
て
、

調
剤
報
酬
と
同
点
数
を
新
設
す

る
こ
と
②
注
射
薬
剤
の
処
方
料

（
42
点
）、
処
方
箋
料
（
68
点
）

を
新
設
す
る
こ
と
―
を
求
め
た
。

 

（
関
連
2
面
）

　
提
出
し
た
要
請
書
は
同
日
、

厚
生
日
比
谷
ク
ラ
ブ
加
盟
各
社

に
も
配
布
。
ま
た
、
翌
20
日
に

は
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大

臣
、
厚
生
労
働
副
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
政
務
官
、
衆
参
厚
生

労
働
委
員
会
委
員
、
京
都
選
出

衆
参
国
会
議
員
、
中
医
協
会

長
、
中
医
協
委
員
に
送
付
し
て

改
善
を
要
請
し
た
。

　
な
お
、
18
年
12
月
に
実
施
し

た
全
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

は
、「
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
」

4
月
号
に
掲
載
す
る
。

　
協
会
は
3
月
19
日
、
参
議
院
会
館
に
て
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課
と
懇
談
し
、
根

本
厚
生
労
働
大
臣
宛
「
初
・
再
診
料
の
引
上
げ
を
求
め
る
要
請
書
」
お
よ
び
「
内
服
薬

の
一
包
化
の
評
価
お
よ
び
注
射
薬
の
処
方
料
、
処
方
箋
料
の
新
設
を
求
め
る
要
請
書
」

を
提
出
し
た
。
協
会
か
ら
鈴
木
卓
副
理
事
長
と
事
務
局
1
人
が
要
請
内
容
に
つ
い
て
改

善
を
訴
え
た
。
厚
生
労
働
省
は
保
険
局
医
療
課
の
佐
々
木
主
査
が
対
応
し
た
。
な
お
、

懇
談
に
あ
た
っ
て
日
本
共
産
党
参
議
院
議
員
（
参
院
厚
生
労
働
委
員
会
委
員
）
の
倉
林

明
子
議
員
に
調
整
を
お
願
い
し
た
。

中
医
協
会
長
、
全
委
員
に
も
送
付

内閣総理大臣 安倍晋三 様

厚生労働大臣 根本 匠 様

総務大臣 石田真敏 様 2019 年  月  日 

京都府保険医協会 

医師偏在解決には〈開業規制〉ではなく 

地域再⽣と公的な医療提供体制再建が必要

〈要望項目〉

一、 「外来医師多数区域」での開業に対し、初期救急・在宅医療・公衆衛生

等を担う旨を誓約させるというような一方的な開業ハードルを設ける

ことをやめること

会員署名

ことをやめ
廃止

厚
労
省
担
当
課
に
要
請

書
を
渡
す
鈴
木
副
理
事

長（
左
）

会員署名にご協力をお願いします

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 4 月 1 0 日 第 3 0 4 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

地
区
医
師
会
と
懇
談（
相
楽
、
左
京
）

 

（
2
面
）

代
議
員
・
予
備
代
議
員
が
決
定 

（
3
面
）

府
、
国
保
納
付
金
が
増
加 

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

本紙第3046号（前号）にて、会員各位にお届けしていますので、ご確認下さい。

署名面のみFAXでお送り下さい。
郵送の場合は本紙に同封した返信用封筒をご利用下さい。



初
・
再
診
料
で
基
本
的
な
底
上
げ
を

（
1
面
か
ら
の
続
き
　
厚
労
省
と
の
懇
談
―
詳
報
）

　
初
・
再
診
料
の
引
上
げ
を
求

め
る
要
請
に
つ
い
て
厚
労
省

は
、「
現
場
で
診
療
し
て
い
る

医
師
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る

医
師
の
真
摯
な
意
見
と
し
て
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
た
い
。
医

療
経
済
実
態
調
査
結
果
を
見
な

が
ら
総
体
と
し
て
評
価
し
て
い

る
。
方
向
と
し
て
は
、
18
年
改

定
で
機
能
強
化
加
算
が
新
設
さ

れ
た
が
、
か
か
り
つ
け
医
機
能

等
の
体
制
を
有
す
る
医
療
機
関

を
評
価
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
患
者
が
医
療
費
を
一
部
負

担
し
て
も
納
得
で
き
る
も
の
を

評
価
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
し
現
状
と

し
て
、
か
か
り
つ
け
医
が
一
人

で
24
時
間
診
療
す
る
の
は
無
理

が
あ
り
、
ど
う
や
っ
て
地
域
で

患
者
を
支
え
る
の
か
、
連
携
を

組
ん
で
い
く
の
か
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
協
会
は
「
医

療
機
関
を
差
別
化
し
て
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
基
本
的
な
底

上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

要
請
の
趣
旨
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
た
。

　
ま
た
、
協
会
か
ら
「
当
協
会

の
調
査
で
は
、
医
療
機
関
の
7

割
以
上
が
外
来
に
看
護
師
を
配

置
し
て
い
る
。
こ
れ
を
別
に
評

価
で
き
な
い
か
」
と
要
請
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
厚
労
省
は

「
簡
単
な
診
療
を
除
く
と
、
基

本
診
療
料
と
は
別
に
医
学
管
理

等
、
注
射
、
処
置
、
手
術
等
を

併
せ
て
算
定
し
て
お
り
、
こ
こ

が
看
護
の
人
件
費
で
あ
る
と
示

す
こ
と
が
難
し
い
。
点
数
表
総

体
と
し
て
評
価
し
て
い
る
と
し

か
言
え
な
い
」
と
回
答
し
た
。

　
協
会
は
、「
以
前
、
中
医
協

で
基
本
診
療
料
に
係
る
コ
ス
ト

調
査
・
分
析
に
着
手
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
賃
貸
料
金
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
外
来
診
療
に
つ
い

て
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
こ
れ
を
除
い
て
再
度
中

医
協
で
基
本
診
療
料
に
つ
い
て

議
論
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た

が
、
厚
労
省
は
「
外
来
の
基
本

診
療
料
は
体
制
評
価
に
よ
る
加

算
で
評
価
し
て
き
て
い
る
。
一

律
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
難
し

い
」
と
回
答
す
る
に
止
ま
っ

た
。

　
内
服
薬
の
一
包
化
の
評
価
お

よ
び
注
射
薬
の
処
方
料
、
処
方

箋
料
の
新
設
を
求
め
る
要
請
に

つ
い
て
、
厚
労
省
は
「
多
く
の

診
療
所
で
分
包
機
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
驚
い
た
。
近
く
に
薬

局
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
」
と

述
べ
た
た
め
、
協
会
は
「
京
都

府
北
部
な
ど
薬
局
が
不
足
し
て

い
る
地
域
で
は
分
包
機
は
必
需

品
だ
。
一
方
、
調
剤
報
酬
が
高

額
な
こ
と
も
あ
り
、
院
外
処
方

を
行
わ
な
い
保
険
医
も
い
る
」

こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
加
え
て
「
医
科
点
数
表
の
調

剤
料
、
調
剤
技
術
基
本
料
と
調

剤
報
酬
の
差
が
あ
ま
り
に
大
き

過
ぎ
る
。
地
域
包
括
診
療
加
算

の
よ
う
に
院
内
投
薬
を
再
評
価

し
た
よ
う
な
点
数
が
創
設
さ

れ
、
ま
た
昨
年
12
月
の
厚
生
科

学
審
議
会
医
薬
品
医
療
機
器
制

度
部
会
が
発
表
し
た
『
医
薬
分

業
に
関
す
る
と
り
ま
と
め
』
で

は
『
こ
の
際
院
内
調
剤
の
評
価

を
見
直
し
、
院
内
処
方
へ
一
定

の
回
帰
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
』
と
あ

る
。
7
種
類
以
上
の
内
服
薬
を

処
方
し
た
場
合
の
減
額
の
問
題

も
含
め
、医
師
が
行
う
処
方
、調

剤
に
対
す
る
評
価
を
引
き
上
げ

て
も
ら
い
た
い
」と
要
請
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
厚
労
省
は

「
医
療
機
関
内
の
薬
剤
師
と
調

剤
薬
局
の
薬
剤
師
の
役
割
の
評

価
は
異
な
る
。
た
だ
し
、
院
内

の
医
療
に
対
す
る
薬
剤
師
の
関

与
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
、
地

域
に
薬
局
が
な
い
場
合
に
診
療

所
の
医
師
の
調
剤
や
服
薬
管
理

を
ど
う
評
価
す
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
は
必
要
な
の
か
な
と
思

う
」と
回
答
し
た
。こ
れ
対
し
て

協
会
は
「『
医
薬
分
業
に
関
す

る
と
り
ま
と
め
』
に
応
じ
て
、

中
医
協
で
院
内
処
方
の
評
価
を

是
非
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

薬
剤
師
を
雇
え
る
く
ら
い
の
評

価
が
必
要
だ
」と
要
請
し
た
が
、

厚
労
省
は
「
ま
と
め
に
関
し
て

は
承
知
し
て
い
る
。
医
科
点
数

表
と
調
剤
報
酬
に
は
報
酬
設
定

以
前
に
医
薬
分
業
推
進
と
言
っ

た
方
針
や
、
薬
機
法
上
の
考
え

方
、
調
剤
薬
局
の
政
策
等
が
あ

り
、
診
療
報
酬
で
一
気
に
や
る

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
医
療
機

関
内
の
薬
剤
師
の
評
価
に
つ
い

て
は
色
々
な
ご
意
見
も
あ
り
、

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
等
で

も
評
価
し
て
き
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
検
討
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
。
ま
と
め
に
関
し
て
は
中

医
協
で
議
論
す
る
際
の
一
つ
の

材
料
に
は
な
る
」と
回
答
し
た
。

　
次
に
、
注
射
の
処
方
技
術
に

対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
厚
労

省
は
「
今
ま
で
必
要
だ
と
い
う

調
剤
で
の
評
価
と

処
方
で
の
新
点
数
新
設
求
め
る

意
見
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
注
射
の
処
方
箋
発
行
に
関

す
る
技
術
は
、
在
宅
療
養
指
導

管
理
料
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
た
め
、

協
会
は
「
そ
う
だ
と
し
て
も
、

外
来
の
注
射
処
方
に
関
す
る
評

価
が
な
い
の
は
事
実
。
療
担
規

則
で
も
『
注
射
に
よ
ら
な
け
れ

ば
治
療
の
効
果
を
期
待
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
き
』
等
の

条
件
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
評
価

が
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
説

明
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
厚
労

省
は
「
過
去
の
経
緯
を
調
べ
た

い
。
要
請
の
趣
旨
は
承
っ
た
」

と
回
答
し
た
。

　
協
会
は
、
相
楽
医
師
会
と
の

懇
談
会
を
2
月
9
日
、
ホ
テ
ル

日
航
奈
良
で
開
催
。
地
区
か
ら

36
人
、
協
会
か
ら
5
人
が
出
席

し
、
相
楽
医
師
会
の
天
野
基
弥

副
会
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

　
冒
頭
、
山
口
泰
司
会
長
は

「
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
複

雑
化
し
て
き
て
お
り
、
消
費
税

引
上
げ
は
各
業
界
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
医
療
で
も
消
費

税
が
8
％
か
ら
10
％
に
上
が
る

こ
と
で
、
医
療
材
料
、
設
備
関

連
等
の
購
入
に
影
響
が
出
て
く

ら
、
一
つ
ひ
と
つ
に
対
処
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の
後
、
茨

木
理
事
長
代
行
が
あ
い
さ
つ

し
、「
診
療
報
酬
不
合
理
是
正
」

「
国
が
目
指
す
地
域
医
療
提
供

体
制
と
開
業
規
制
」「
診
療
報

酬
点
数
に
ま
つ
わ
る
最
近
の
話

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
診
療
報
酬
不
合
理
是
正
に
つ

い
て
、
地
区
か
ら
「
カ
ル
テ
や

レ
セ
プ
ト
へ
の
記
載
事
項
が
多

い
。
電
子
カ
ル
テ
ば
か
り
を
見

ず
に
、
患
者
を
し
っ
か
り
見
て

診
療
で
き
る
よ
う
無
駄
な
労
力

を
少
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
協
会
は

「
ま
っ
た
く
同
感
だ
。
カ
ル
テ

へ
の
記
載
が
算
定
要
件
と
な
っ

て
い
る
点
数
が
あ
ま
り
に
も
多

す
ぎ
る
。
個
別
指
導
の
際
な
ど

に
不
備
が
あ
れ
ば
自
主
返
還
の

対
象
に
な
る
。
記
載
に
つ
い
て

は
、
単
純
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
地
区
か
ら
は
「
外

来
で
ケ
ガ
の
消
毒
を
す
る
が
、

使
用
す
る
衛
生
材
料
等
は
算
定

で
き
な
い
。
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
で
創
傷
処
置
の
点
数
が
若

干
改
善
さ
れ
た
が
、
ま
だ
ま
だ

現
実
的
で
は
な
い
。
衛
生
材
料

を
算
定
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

る
。
こ
の
消
費
税
増
税

分
を
ど
う
補
填
す
る
の

か
、
議
論
し
尽
く
さ
な

い
と
い
け
な
い
。

　
妊
婦
加
算
は
凍
結
さ

れ
、
向
精
神
薬
の
減
算

規
定
の
新
設
等
、
本
当

に
こ
れ
で
患
者
の
目
線

に
立
っ
て
医
療
が
で
き

る
の
か
。
し
っ
か
り
と

情
報
を
入
手
し
な
が

「
認
知
症
の
患
者
に
対
す
る
点

数
算
定
を
推
し
進
め
て
ほ
し

い
。
再
診
料
、
外
来
管
理
加

算
、
長
谷
川
式
知
能
評
価
ス

ケ
ー
ル
80
点
し
か
算
定
で
き
な

い
。
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の

対
象
病
名
に
認
知
症
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
脳
血
管

型
認
知
症
を
追
加
で
き
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
協
会
は
ご
指
摘

の
点
は
、「
お
っ
し
ゃ
る
通
り

だ
。
国
は
認
知
症
対
策
に
力
を

入
れ
る
と
い
う
掛
け
声
を
続
け

て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
算
定

し
い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
協
会
は

「
衛
生
材
料
は
、
医
療
機
関
の

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
在
宅
医
療
で
使
用
す
る

ウ
ロ
バ
ッ
グ
な
ど
も
厳
密
に
言

え
ば
医
療
機
関
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
。

　
保
険
点
数
に
よ
る
償
還
の
な

い
高
額
な
医
療
材
料
は
保
険
点

数
を
つ
け
る
べ
く
、
運
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
他
に
も
地
区
か
ら
、
診

療
報
酬
点
数
に
ま
つ
わ
る
最
近

の
話
題
と
し
て
「
ベ
ン
ゾ
ジ
ア

ゼ
ピ
ン
受
容
体
作
動
薬
の
減
算

規
定
に
該
当
し
な
い
た
め
研
修

を
受
講
し
た
際
、
厚
生
局
へ
の

届
出
等
が
必
要
に
な
る
の
か
」

と
の
質
問
が
出
さ
れ
、
協
会
は

「
現
時
点
で
は
、
レ
セ
プ
ト
へ

の
記
載
や
厚
生
局
へ
の
届
出
は

求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
情
報
が

入
り
次
第
、
情
報
提
供
し
た

い
」
と
回
答
し
た
。

　
協
会
は
2
月
16
日
、
左
京
医

師
会
と
の
懇
談
を
開
催
。
地
区

か
ら
19
人
、
協
会
か
ら
5
人
が

出
席
し
た
。
懇
談
は
左
京
医
師

会
の
柴
田
修
宏
副
会
長
の
司
会

で
開
会
。

　
同
会
の
赤
木
太
郎
会
長
は
、

開
会
あ
い
さ
つ
で
「
2
月
15

日
、
政
府
は
健
康
保
険
を
使
え

る
扶
養
親
族
を
原
則
と
し
て
国

内
居
住
者
に
限
る
等
の
健
保
法

改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
外

国
人
に
よ
る
公
的
医
療
保
険
制

度
の
不
正
利
用
を
防
止
、
抑
止

す
る
こ
と
が
目
的
だ
と
思
う
。

今
後
も
外
国
人
労
働
者
は
増
え

続
け
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、
対

応
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
必

要
だ
」
と
の
問
題
意
識
を
示
し

た
。

　
懇
談
会
で
は
、
地
区
か
ら

要
件
も
含
め
て
訴
え
て

い
け
ば
、
何
ら
か
の
評

価
を
得
ら
れ
る
可
能
性

は
十
分
あ
る
」
と
回
答

し
た
。

　
ま
た
、
事
前
に
地
区

よ
り
見
解
を
求
め
ら
れ

て
い
た
風
し
ん
等
の
ワ

ク
チ
ン
不
足
に
つ
い

て
、
協
会
は
「
京
都
府

保
険
医
協
会
と
し
て
国

や
府
に
働
き
か
け
た
こ
と
は
な

い
が
、
保
団
連
は
18
年
12
月
6

日
、
厚
労
大
臣
、
同
健
康
局
長

に
対
し
て
『
風
し
ん
拡
大
に
対

す
る
緊
急
対
策
お
よ
び
ワ
ク
チ

ン
供
給
体
制
の
抜
本
的
改
善
を

求
め
る
要
望
書
』
を
提
出
。
同

日
、
保
団
連
と
東
京
、
千
葉
、

大
阪
の
三
協
会
は
、
麻
疹
・
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
体

制
の
改
善
を
求
め
、
厚
労
省
と

懇
談
し
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
は
全
額
国

や
自
治
体
が
保
障
し
て
、
普
及

さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
の

が
協
会
の
考
え
方
だ
」
と
の
見

解
を
示
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
地
区
か
ら

「
申
し
入
れ
に
対
す
る
国
の
返

答
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
」
と
質

問
さ
れ
、
協
会
は
「
風
し
ん
に

つ
い
て
、
2
0
1
9
年
度
か
ら

定
期
予
防
接
種
に
、
1
9
6
2

年
4
月
2
日
か
ら
79
年
4
月
1

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

が
追
加
さ
れ
、
検
査
も
含
め
て

公
費
負
担
の
対
象
に
な
っ
た
」

と
報
告
し
た
が
、
再
度
地
区
よ

り
「
対
象
拡
大
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
こ
と

が
問
題
だ
。
要
請
を
強
め
て
ほ

し
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　
な
お
、
12
月
6
日
の
保
団
連

の
交
渉
で
対
応
し
た
厚
労
省
結

核
感
染
症
課
長
は
「
風
し
ん
排

除
に
む
け
て
対
象
と
な
る
1
6

1
0
万
人
に
対
し
抗
体
価
検
査

な
し
で
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
が
、
不
足
し
て
い
る
状
況

を
鑑
み
て
ワ
ク
チ
ン
の
増
産
も

現
在
行
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

出
席
者
41
人
で
開
催
さ

れ
た
相
楽
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
24
人
で
開
催
さ

れ
た
左
京
医
師
会
と
の

懇
談
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記
載
事
項
や
材
料
費
な
ど
の
不
合
理
是
正
を

相
楽
医
師
会
と
懇
談

2
月
9
日
　
ホ
テ
ル
日
航
奈
良

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
対
象
疾
患
拡
充
を

左
京
医
師
会
と
懇
談

2
月
16
日
　
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都



　
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加

算
等
で
は
①
病
院
勤
務
医
の
、

急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
や

看
護
補
助
加
算
等
で
は
②
看
護

職
員
の
、
総
合
入
院
体
制
加
算

で
は
③
医
療
従
事
者
の
、
負
担

軽
減
お
よ
び
処
遇
改
善
に
資
す

る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
〜
③
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当

該
職
種
に
関
し
て
、
次
の
よ
う

な
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
当
該
職
種
の
勤
務
状
況
を
把

握
し
、
改
善
の
必
要
性
等
に
つ

い
て
提
言
す
る
責
任
者
を
配
置

し
て
い
る
。
多
職
種
か
ら
な
る

役
割
分
担
推
進
の
た
め
の
委
員

会
等
を
設
置
し
て
い
る
。
当
該

委
員
会
等
で
負
担
軽
減
・
処
遇

改
善
の
計
画
を
作
成
し
て
い

る
。
当
該
計
画
を
職
員
に
周
知

し
て
い
る
。
当
該
委
員
会
等
で

当
該
計
画
に
対
す
る
取
組
み
を

評
価
し
て
（
見
直
し
を
行
っ

て
）
い
る
。
負
担
軽
減
、
処
遇

改
善
へ
の
取
組
事
項
を
院
内
掲

示
等
で
公
開
し
て
い
る
―
必
要

が
あ
る
。

　
計
画
に
は
具
体
的
内
容
が
必

要
で
あ
り
、
①
で
は
、
勤
務
計

画
上
、
連
続
当
直
を
行
わ
な
い

勤
務
体
制
の
実
施
の
項
目
等
、

③
で
は
、
外
来
診
療
時
間
の
短

縮
、
外
来
縮
小
の
取
組
み
の
項

目
等
、
計
画
に
含
む
べ
き
項
目

が
含
ま
れ
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
①
に
つ
い
て
は
、

病
院
勤
務
医
の
勤
務
時
間
・
当

直
を
含
め
た
夜
勤
状
況
を
把
握

し
、
特
定
者
に
負
担
が
集
中
し

な
い
よ
う
勤
務
体
系
を
策
定

し
、
職
員
に
周
知
し
て
い
る

か
、
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
①
〜
③
の
負
担
軽

減
・
処
遇
改
善
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
共
通
す
る
部
分
も
多
い

た
め
、
一
体
的
に
整
備
す
る
こ

と
で
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
当
該
委
員
会
等

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
規
定

さ
れ
る
安
全
衛
生
委
員
会
等
を

充
て
る
こ
と
で
差
し
支
え
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　
協
会
は
3
月
7
日
、「
地
域
感

染
対
策
に
つ
い
て
〜
外
来
診
療

に
当
た
ら
れ
る
先
生
方
へ
〜
」

を
テ
ー
マ
に
医
療
安
全
対
策
学

習
会
を
開
催
。
講
師
と
し
て
京

都
市
保
健
福
祉
局
医
療
衛
生
推

進
室
健
康
安
全
課
担
当
課
長
で

医
師
の
池
田
雄
史
氏
と
、
京
都

市
保
健
福
祉
局
医
療
衛
生
推
進

室
医
務
衛
生
課
係
長
の
吉
岡
葉

子
氏
を
迎
え
た
。
参
加
人
数
は

28
人
で
あ
っ
た
。

　
池
田
氏
は
、
京
都
市
保
健
所

の
仕
組
み
と
し
て
医
療
衛
生
推

進
室
が
あ
り
、
そ
の
配
下
に
健

康
安
全
課
、
医
療
衛
生
セ
ン

タ
ー
（
主
に
地
域
で
生
じ
る
感

染
症
・
食
中
毒
）、
医
務
衛
生

課
（
主
に
院
内
感
染
）
の
3
部

門
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
後
、
感
染
症

対
策
上
重
要
な
厚
労
省
通
達
と

法
律
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
感
染
症
法
に
基
づ
い

講
師
の
池
田
氏（
上
）と
吉
岡
氏（
下
）

類
は
結
核
等
。
3
類
は
食
品
な

ど
に
関
わ
る
従
事
者
が
罹
患
し

た
場
合
で
社
会
的
な
影
響
が
出

る
も
の
。
4
類
は
動
植
物
を
介

し
て
生
じ
る
感
染
症
で
デ
ン
グ

熱
や
Ａ
型
肝
炎
等
で
、
以
上
は

た
だ
ち
に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
説
明
し
た
。
5
類

は
「
全
数
把
握
」
し
て
保
健
所

が
法
律
に
基
づ
い
た
実
地
調
査

を
行
っ
て
接
触
者
調
査
を
行
う

も
の
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

性
感
染
症
の
よ
う
に
経
時
的
な

ト
レ
ン
ド
を
み
る
た
め
に
定
点

医
療
機
関
を
決
め
て
継
続
調
査

を
行
う
「
定
点
把
握
」
の
2
種

類
が
あ
る
。
全
数
把
握
の
場
合

は
多
く
が
た
だ
ち
に
届
出
る
と

な
っ
て
お
り
、
定
点
把
握
は
7

日
以
内
と
な
っ
て
い
る
の
で
注

意
を
促
し
た
。
ま
た
、
百
日
咳

は
7
日
以
内
で
よ
い
が
で
き
れ

ば
早
め
に
届
出
し
て
ほ
し
い
と

要
望
し
た
。

　
続
い
て
吉
岡
氏
は
医
療
法
上

の
届
出
に
つ
い
て
、
開
設
者
の

転
居
や
診
療
科
目
の
変
更
、
新

た
な
医
師
の
追
加
等
の
届
出
は

変
更
後
10
日
以
内
と
解
説
し
、

医
療
法
6
条
の
12
で
管
理
者
の

責
務
と
し
て
院
内
感
染
対
策
の

指
針
の
整
備
・
職
員
研
修
や
、

感
染
症
発
生
状
況
報
告
の
収
集

お
よ
び
改
善
策
の
実
施
が
あ
る

と
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
感
染
症
を

見
逃
し
た
場
合
に
罰
則
は
あ
る

の
か
と
の
質
問
に
、
池
田
氏

は
、
罰
則
は
な
い
が
事
情
を
聴

く
場
合
が
あ
る
と
し
た
。
ま

た
、
感
染
症
を
疑
う
け
れ
ど
も

確
定
で
は
な
い
と
い
う
状
況
で

あ
っ
て
も
「
少
し
で
も
情
報
を

寄
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り

が
た
い
。
疑
い
で
あ
っ
て
も
、

情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
大

切
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

た
重
要
な
探
知
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、「
感
染
症
発
生
動
向
調
査

（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
）」
を
あ
げ
、
届

出
の
必
要
な
感
染
症
は
五
つ
の

レ
ベ
ル
に
分
類
さ
れ
る
と
し

た
。
1
類
は
エ
ボ
ラ
熱
等
、
2 　普段、患者さんから医療に関するさまざ

まな相談を受けている京都府・京都市・病
院の担当者の方に、それぞれ特徴的な事例
等を紹介していただきます。

日　時 5 月30日（木）
 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会
 ルームＡ～Ｃ
講　師  府健康福祉部医療課担当者（調整中）
 市保健福祉局医療衛生推進室担当者
 （調整中）
 亀岡市立病院管理部医事課
 　　　　　　課長　小笹 和也氏
※ 本講習会は医療法に定められた「医療安全管理
のための職員研修」（無床診療所対象）に該当
します。受講された方には参加証を発行します。

定員
60人

行政・病院での
患者相談あれこれ
医療安全担当者交流会

地区 議席 代議員 予備代議員
北 １ 角 田 裕 明 田 中 嘉 人

２ 小 仲 良 平 鍵 本 伸 二
３ 田 村 耕 一 松 波 達 也

上　京
東　部

４ 小 林 雅 夫 岩 井 眞 樹
５ 飯 田 明 男 任　　 書 熹
６ 菅 野 達 也 児 玉　　 穣

西　陣 ７ 小 野　　 聡 髙 嶋 和 恵
８ 佐々木　義　文 三 宅 哲 也
９ 梶 山　　 登 大　垣　紀美子
10 水 谷 正 太 𠮷 岡 幹 博

中　京
東　部

11 玉 垣 俊 幸 林　　 治 材
12 安 野 哲 也 中 井　　 茂
13 俵　　 良 裕 梶　田　洋一郎

中　京
西　部

14 島 津 恒 敏 坂 中 俊 男
15 白 川 喜 一 宮 﨑 忠 芳
16 谷 口 浩 也 神 田 豊 子
17 松 尾　　 敏 任　　 書 楷
18 杉 本 浩 造 松 原 為 人

下　京
東　部

19 岸 本 和 隆 木 谷 輝 夫
20 熱 田 晴 彦 佐々木　敏　之
21 和　田　　　哲 小 畑 寛 純

下　京
西　部

22 山 本 昭 郎 森 居　　 純
23 横 江 信 義 岡 林 秀 興
24 安 田 雄 司 青 木　　 淳
25 関 沢 敏 弘 檜 垣　　 正
26 小笠原　宏　行 和 歌 信 彦

地区 議席 代議員 予備代議員
左　京 27 佐 藤 文 彦 赤 木 太 郎

28 𠮷 川 順 介 西 尾 佳 子
29 原 山 憲 治 三 嶋 隆 之
30 山 際 哲 夫 塩 見 聡 史
31 出木谷　　　寛 藤 田 寧 子
32 小 林　　 充 田 原 正 夫
33 柴 田 修 宏 隅 田 亜 希

右　京 34 田 代　　 博 小 松 建 次
35 斉 藤 憲 治 黒 川 能 孝
36 高 島 啓 文 渡 辺 全 夫
37 斎 藤 隆 道 柏 木 智 博
38 池 田 一 博 矢 間 博 善

西　京 39 塚 本 忠 司 宮 地 芳 樹
40 松 﨑 恒 一 中 尾 洋 子
41 植 松 靖 之 武 田 信 英
42 矢 野 信 吾 福 本 和 生
43 今 井 史 朗 田 端 康 一

東　山 44 中 嶋　　 毅 那 須　　 芳
45 岩 﨑　　 淳 後 藤 武 近
46 安 住 有 史 手 越 久 敬

山　科 47 杉 本 庸 正 鈴 木　　 学
48 澤　　 美 彦 安 井　　 仁
49 片 岡 正 人 今 井 英 也
50 戎 井 浩 二 水 野 朝 之

伏　見 51 藤 森 千 尋 中 山 治 樹
52 佐々木　善　二 石 川　　 理

地区 議席 代議員 予備代議員
伏　見 53 坂 東 一 彦 辻　　 一 弥

54 松 本 恒 司 辻 　 光
55 吉 田 昭 和 髙　　　謙一郎
56 黒 田　　 紀 西 村 康 孝
57 伊　藤　あゆ子 谷 口 洋 子
58 木 村 文 昭 藤 田 明 子

乙　訓 59 窪 田 小 弓 小 原 尚 之
60 鈴 木 博 雄 堀　　 直 樹
61 平 井 幹 二 髙 畑 龍 一
62 岩 見 達 也 胡　　 興 柏

宇　治
久　世

63 村　山　祐一郎 伊勢村　卓　司
64 大 石 律 子 小 玉 裕 司
65 松 田 泰 正 森 田 琢 也
66 梅 川 常 和 石 原 由 理
67 増 井　　 明 松　田　かがみ
68 黄　　 明 宇 中 村　　 斉
69 芝 野 忠 寿 大　嶋　健三郎

綴　喜 70 安　田　美希生 芳 野 二 郎
71 森 岡 稔 勝 岡 本 祐 之
72 髙 橋 隆 宏 玉 垣 綾 子

相 楽 73 飯 田 泰 啓 天 野 基 弥
74 平 田 真 人 松 森 篤 史
75 下 里 豪 俊 岡 田 有 史

亀　岡 76 小 柴 壽 彌 阿 部　　 登
77 佐 藤 英 夫 瀬 尾　　 博

船　井 78 佐 藤 史 朗 廣 野 良 定
79 𠮷 田　　 昭 玄 野 昌 実

綾　部 80 玉 木 千 里 野 間 俊 二
福知山 81 古 村 俊 人 渡 邉　　 正

82 古 木 勝 也 小 山 尚 志
舞　鶴 83 指 宿 昌 彦 堀 澤 昌 弘

84 隅 山 充 樹 奥 野 眞 樹
与　謝 85 岡 所 明 良 佐 藤 昌 平

86 伊 藤 邦 彦 日 置 潤 也
北 丹 87 瀬 古　　 敬 上 田　　 誠

京都府保険医協会の代議員・予備代議員の任期満了に伴う選挙を行いましたところ、全地区とも立候補者は定
数以内でしたので、京都府保険医協会選挙規定第２章第31により、無投票当選と決定しました。任期は2019年
５月１日より21年４月30日までの２年間。 （敬称略）

代議員・予備代議員決まる19‒20
年度

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

19

病
院
勤
務
医
・
看
護
職
員
・
医
療

従
事
者
の
負
担
軽
減
、
処
遇
改
善

京都市「疑いでも情報提供を」

地域感染対策で学習会開く
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前
回
、
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
中

の
重
金
属
の
分
布
の
均
質
性
を

知
る
た
め
にSP

ring 8

と
い

う
加
速
器
を
用
い
る
こ
と
を
述

べ
た
。
も
し
生
前
の
曝
露
で
あ

れ
ば
、
エ
ナ
メ
ル
質
に
均
質
に

分
布
し
、
そ
の
分
布
は
長
期
に

変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
サ
ン

プ
ル
の
処
理
時
に
コ
ン
タ
ミ
汚

染
が
起
こ
る
と
分
布
は
不
均
一

と
な
る
。SP

ring 8

と
い
う

機
器
の
原
理
は
、
簡
単
に
言
う

と
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
射
光

を
、
金
属
に
照
射
す
る
と
、
Ｋ

殻
の
電
子
が
弾
き
飛
ば
さ
れ
、

Ｌ
殻
の
電
子
が
空
白
の
Ｋ
殻
に

落
ち
込
む
。
そ
の
折
に
物
質
に

特
有
な
蛍
光
Ｘ
線
を
出
す
。
そ

の
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
す
る
こ
と

と
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
非
常
に
高
い
放
射
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
り
、

巨
大
な
加
速
器
が
必
要
と
な

る
。
我
々
は
、
歯
の
エ
ナ
メ
ル

質
中
の
重
金
属
分
布
が
、
均
質

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
、
数
ミ
ク
ロ
ン
の
格
子
の
解

像
度
で
分
布
を
観
察
し
た
。
エ

が
で
き
れ
ば
、
試
料
に
含
ま
れ

る
重
金
属
が
同
定
さ
れ
、
定
量

的
な
評
価
が
で
き
る
。

　
問
題
は
、
解
像
度
で
あ
る
。

解
像
度
を
数
十
ミ
ク
ロ
ン
程
度

に
す
る
た
め
に
は
、
強
い
放
射

線
を
非
常
に
小
さ
な
光
束
に
ま

ナ
メ
ル
質
中
で
は
、
測
定
し
た

Pb
、
Hg
、
Zn
、
Cu
で
一
様
性
を

確
認
し
た
（
図
1
）。
測
定
に

は
、
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
光

都
に
あ
るSP

ring 8

を
用
い

た
。
姫
路
近
く
に
あ
り
、
施
設

の
周
囲
が
数
キ
ロ
に
わ
た
る
巨

大
な
装
置
で
あ
る
。
均
質
性
の

確
認
後
、
エ
ナ
メ
ル
質
を
削

り
、
通
常
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
マ
ス
を
用

い
て
分
析
し
た
。
2
0
0
2

年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、SP

ring 8

は
、
空
間
解
像
度
に
優
れ
て
い

る
。
な
ぜ
、SP

ring 8

は
、

和
歌
山
ヒ
素
カ
レ
ー
事
件
で
用

い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？　

和
歌
山
毒
カ
レ
ー
事
件
で
は
シ

ロ
ア
リ
駆
除
の
ヒ
素
が
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
ヒ
素
は
、
粉
体
で
あ
り
、
粒

子
で
あ
る
。
こ
の
ヒ
素
は
不
純

物
を
含
み
、
そ
の
組
成
は
ヒ
素

の
採
取
さ
れ
た
鉱
山
に
特
有
の

組
成
を
示
し
、
鉱
山
の
フ
ィ
ン

ガ
ー
プ
リ
ン
ト
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
詳
細
は
不
明
だ

が
、
容
疑
者
の
自
宅
と
カ
レ
ー

中
か
ら
ヒ
素
を
採
取
し
、

SP
ring 8

で
分
析
し
た
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

両
者
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト

が
一
致
し
た
た
め
、
容
疑
者
が

ガ
ー
プ
リ
ン
ト
を
持
ち
、
原
子

炉
周
辺
の
飛
散
源
の
粒
子
と
は

同
一
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト

を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
解
析
を
提
案
し
た
。
残
念

な
が
ら
こ
の
提
案
は
採
択
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
福
島
原

発
事
故
の
粒
子
のSP

ring 8

で
の
解
析
が
他
の
研
究
者
で
実

際
行
わ
れ
、
爆
発
当
時
の
原
子

炉
の
融
解
状
態
を
知
る
た
め
の

フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
S
P
ring 8

を
用
い
た
歯

の
分
析
の
経
験
は
、
福
島
第
一

原
発
の
サ
ン
プ
ル
解
析
の
イ

メ
ー
ジ
作
り
に
大
い
に
役
立
っ

た
。
環
境
保
健
で
は
、
ど
の
よ

う
な
測
定
技
術
を
ど
の
よ
う
に

用
い
る
か
は
、
ひ
ら
め
き
の
問

題
で
あ
り
、
研
究
者
の
独
創
性

が
発
揮
さ
れ
る
。

自
宅
か
ら
持
ち
出
し
た

ヒ
素
を
カ
レ
ー
に
入
れ

た
蓋
然
性
が
高
い
と
の

結
論
が
出
さ
れ
た
。

　
我
々
も
、SPring 8

を
用
い
て
、
福
島
第
一

原
発
か
ら
飛
散
し
た
高

濃
度
セ
シ
ウ
ム
の
解
析

を
考
え
環
境
省
の
研
究

課
題
に
応
募
し
た
。
す

な
わ
ち
、
2
0
1
1
年

3
月
12
日
か
ら
15
日
に

か
け
て
爆
発
し
た
福
島

第
一
原
発
由
来
の
セ
シ

ウ
ム
と
、
13
年
8
月
に

再
飛
散
し
た
セ
シ
ウ
ム

粒
子
は
異
な
る
フ
ィ
ン

Koizumi et al Env Health Preve Med（2009）

Transverse section Distribution of Ca Distribution of Zn

図 1　 歯のエナメル質中のCaおよびZnの切片上の分布：
SPring 8 による分析

　
国
保
都
道
府
県
化
か
ら
2
年

目
の
2
0
1
9
年
度
国
保
事
業

目
は
、
国
に
対
し
、
①
新
た
な

財
源
投
入
②
定
率
国
庫
負
担
割

合
の
抜
本
的
引
上
げ
③
保
険
者

努
力
支
援
制
度
を
廃
止
し
、
そ

の
財
源
を
①
②
に
充
て
る
こ
と

―
を
要
望
す
る
こ
と
。
3
点
目

は
、
各
市
町
村
が
保
険
料
引
き

上
げ
に
踏
み
切
っ
た
場
合
、
保

険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
人
た

ち
に
対
し
、
機
械
的
・
高
圧
的

な
滞
納
処
分
を
行
わ
な
い
よ
う

求
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
4
点
目

と
し
て
、
医
療
費
の
高
騰
が
保

険
料
高
騰
に
直
結
す
る
保
険
制

度
の
限
界
を
突
破
し
、
必
要
な

医
療
費
は
す
べ
て
国
が
保
障

し
、
被
保
険
者
は
所
得
に
応
じ

た
負
担
の
み
支
払
う
仕
組
へ
の

転
換
を
国
に
求
め
る
こ
と
。

　
な
お
、
3
月
末
時
点
で
判
明

し
て
い
る
保
険
料
に
つ
い
て
は

京
都
市
を
含
む
半
数
以
上
の
市

町
村
が
据
え
置
き
で
あ
る
が
、

引
上
げ
と
な
る
市
町
村
も
み
ら

れ
る
。

市町村
2019年度本算定

納付金額
（百万円）

１人当たり
（円）対前年比 対前年比

府 全 体 69,811 105.5% 128,875 111.3%
京 都 市 39,711 105.8% 132,001 111.4%
福 知 山 市 1,806 106.9% 125,243 111.1%
舞 鶴 市 2,117 111.1% 125,882 118.9%
綾 部 市 793 98.1% 108,130 105.9%
宇 治 市 4,812 104.3% 123,977 110.2%
宮 津 市 538 107.0% 113,682 109.6%
亀 岡 市 2,301 102.8% 119,092 109.1%
城 陽 市 2,226 102.8% 125,803 112.0%
向 日 市 1,553 106.0% 139,978 112.4%
長 岡 京 市 2,010 106.0% 135,737 112.0%
八 幡 市 2,028 102.2% 121,681 110.3%
京 田 辺 市 1,731 107.1% 132,262 112.1%
京 丹 後 市 1,687 110.1% 122,033 115.8%
南 丹 市 842 103.7% 115,109 109.4%
木 津 川 市 1,968 108.4% 126,616 109.5%
大 山 崎 町 343 102.7% 121,318 111.8%
久 御 山 町 507 98.4% 124,072 105.3%
井 手 町 246 99.2% 138,791 107.7%
宇治田原町 306 105.5% 140,521 111.1%
笠 置 町 47 106.8% 122,053 115.9%
和 束 町 173 95.1% 125,144 99.8%
精 華 町 847 102.2% 128,243 108.1%
南 山 城 村 84 98.8% 107,810 109.7%
伊 根 町 74 98.7% 118,481 97.2%
京 丹 波 町 450 103.9% 125,556 110.3%
与 謝 野 町 611 106.3% 118,353 110.7%

京都府2019年度国保事業費納付費の算定結果より 費
納
付
費
の
算
定
結
果
に
つ
い

て
、
京
都
府
は
2
月
4
日
、
第

2
回
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
で
示
し
た
。
19
年
度
の
納
付

金
は
府
全
体
で
6
9
8
億
円
、

前
年
度
比
36
億
円
増
（
5
・
5

％
増
）、
1
人
当
た
り
府
平
均

12
万
8
8
7
5
円
で
前
年
度
比

1
万
3
0
7
0
円
増
（
11
・
3

％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
増
加
要
因
は
、
前
期
高
齢
精

算
返
還
分
の
増
40
億
円
、
前
期

高
齢
概
算
交
付
金
の
減
20
億

円
、
1
人
当
た
り
診
療
費
の
増

4
・
2
％
と
し
て
お
り
、
1
人

当
た
り
納
付
金
が
一
定
割
合
を

超
え
な
い
よ
う
よ
う
激
変
緩
和

措
置
を
実
施
し
た
と
説
明
し

た
。
府
の
負
担
金
は
2
4
3
・

7
億
円
で
法
定
内
の
み
。
各
市

町
村
は
、
納
付
金
を
ベ
ー
ス
に

独
自
事
業
分
を
加
味
し
て
保
険

料
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
協
会
も
加

盟
す
る
京
都
社
会
保
障
推
進
協

議
会
（
渡
邉
賢
治
議
長
）
は
、

2
月
22
日
に
下
記
4
点
の
要
望

を
行
っ
た
。
1
点
目
は
、
19
年

度
の
市
町
村
の
納
付
金
額
は
軒

並
み
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
保
険
料
高
騰
を
回

避
で
き
る
よ
う
府
独
自
の
財
政

措
置
を
実
施
す
る
こ
と
。
2
点

和
歌
山
ヒ
素
カ
レ
ー
事
件
で
用
い
ら
れ
た

分
析
機
器
の SP

ring 8 

と
は
何
か
？

社保協が保険料高騰の回避を要望

京都府 国保納付金が前年度上回る

保険医年金 加入申込
受付期間

三井生命は 4 月より「大樹生命」へ社名を変更しました。

6月20日（木）まで
※2019年 9 月 1 日付加入

月　払 1 口 1 万円
 30口限度 （月30万円）

一時払 1 口 50万円
 毎回 40口 （2,000万円）

（2019年 1 月 1 日現在）
1.259％予定利率

（最低保証利率）

加入
資格

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

加入
口数

◆ 制度の安定運営を第一に

2019年
春の普及期間が開始

※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

⬆本紙に同封しています

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 4 月 1 0 日第 3 0 4 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

天
道
是
邪
非
邪
③環境汚染編

小
泉 

昭
夫
（
中
京
西
部
）

多様な受取方法
加入者数 5 万 3,000人
積立金額 1 兆 2,500億円超
会員の 3 人に 1 人がご加入

安定・安心

年金受給は
加入 5 年後から可　
1 口単位での解約可
掛金一時中断、 再開制度あり

いつでも自在

※ 年金受給は、受取時に、定額型確定年金（10年・15年）と逓増型確
定年金（15・20年）のいずれかを選択していただきます。

給
付
金
の
受
給
方
法

生 存 年 金

脱退一時金

遺 族 年 金

遺族一時金

10年確定年金

15年確定年金

逓増型15年確定年金

逓増型20年確定年金

年
金
受
給
中
に
死
亡
の
場
合

遺
族
が
残
余
期
間
の
年
金

ま
た
は
一
時
金
受
給

生
存

死
亡

　協会も参加している「保険で良い歯科医療を」京都連絡会が、二つの署名を開
始します。
　一つは、「子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める請願署名」。これは、山
梨県の子を持つお母さんが始めた運動で、学校健診で「要受診」とされた子ども
の歯科矯正に保険の適用を求めるものです。保団連の歯科理事会は、「疾病の治
療について子どもの家庭の財政力で差をつけてはいけない」という視点から、
「口腔機能発達不全症の診断・治療後に、矯正が必要と判断されたものについて
保険導入を要求」するとしています。
　もう一つは、「保険でより良い歯科医療を求める署名」です。要望内容は、「お
金の心配をせず、歯科医療が受けられるよう、窓口負担を軽減すること」「保険
のきく歯科治療を増やすこと」の２点です。
　両署名とも４月末をめどに集約のご協力をお願いします。同封の返信封筒で協
会にご返送いただければ幸いです。

歯科2署名にご協力を



　
地
域
の
医
療
現
場
で
抱
え
る
課
題
や
実
情
を
聞
こ
う
と
、
開
始
し
た
「
地
域
医
療
を
き

く
！
」。
第
5
回
は
、
京
都
の
最
北
端
、
京
丹
後
市
の
宇
川
診
療
所
で
2
0
1
8
年
4
月

か
ら
所
長
を
勤
め
る
松
田
哲
朗
医
師
に
聞
い
た
。
宇
川
診
療
所
は
京
丹
後
市
国
保
直
営
で

同
地
域
唯
一
の
診
療
所
。
丹
後
半
島
の
先
端
地
域
で
広
い
地
域
の
医
療
を
担
っ
て
い
る
。

を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
。

　
青
森
と
異
な
る
の
は
、
京
丹

後
市
は
比
較
的
病
院
が
多
い
こ

と
。
個
人
的
に
は
、
い
く
つ
か

の
病
院
が
統
合
し
て
、
集
中
治

療
の
で
き
る
よ
う
な
総
合
病
院

化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

―
―
国
は
「
外
来
医
師
多
数
区

―
―
へ
き
地
医
療
を
志
し
た
の

は　
京
都
市
内
の
病
院
で
外
科
医

と
し
て
勤
務
し
、
50
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
「
も
っ
と
人
に
感
謝
さ

れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
」

と
思
い
、
自
治
医
大
時
代
の
同

窓
生
か
ら
情
報
を
得
て
、
青
森

県
の
今
別
診
療
所
に
赴
任
。
5

年
の
勤
務
を
節
目
に
、
後

任
に
引
き
継
い
で
家
族
の

待
つ
京
都
に
戻
る
こ
と
に

し
た
。
京
都
で
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
当
院
の
常
勤

医
師
が
い
な
く
て
困
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
決
め
た
。
週

末
の
み
自
宅
の
あ
る
京
都
市
に

帰
っ
て
い
る
。

―
―
青
森
と
比
較
し
て
地
域
の

課
題
は

　
例
え
ば
、
独
居
の
方
に
何
か

あ
っ
た
と
き
、
救
急
車
で
運
ぶ

ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
、
タ
ク

シ
ー
は
な
い
。
い
か
に
ア
ク
セ

ス
を
確
保
す
る
か
な
ど
青
森
と

課
題
は
共
通
し
て
い
る
。
当
院

は
送
迎
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
行
政
が
も
っ
と
力
を
注
ぐ

べ
き
で
あ
る
。
今
年
1
月
に
地

域
で
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
が
閉
店

し
、
手
押
し
車
で
通
え
て
い
た

お
年
寄
り
た
ち
が
買
い
物
を
で

き
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
た
。

地
域
に
と
っ
て
は
医
療
機
関
と

同
じ
く
ら
い
大
切
な
も
の
。
実

は
当
院
も
数
年
前
に
前
の
開
設

者
が
撤
退
す
る
こ
と
と
な
り
、

市
が
何
と
か
残
そ
う
と
直
営
に

し
て
、
社
会
福
祉
法
人
が
委
託

域
」
で
の
開
業
を
規
制
し
て
少

数
区
域
へ
の
移
行
を
促
そ
う
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
少
数

区
域
で
の
開
業
に
つ
な
が
ら
な

い
の
で
、
抜
本
的
見
直
し
が
必

要
と
協
会
は
考
え
て
い
る
。
府

内
で
唯
一
、
医
師
少
数
区
域
と

な
る
こ
の
地
で
頑
張
っ
て
い
る

お
一
人
と
し
て
思
い
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い

　
青
森
で
深
刻
に
感
じ
た
の

は
、
医
療
以
前
の
問
題
で
、
地

域
が
疲
弊
し
て
、
そ
の
維
持
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　
そ
ん
な
中
で
医
療
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
他
に
方
法
が
な

い
の
な
ら
、
開
業
規
制
も
一
つ

の
考
え
だ
と
思
う
。
あ
る
程
度

規
制
し
て
適
正
配
置
を
し
な
い

と
無
理
で
は
な
い
か
と
思
う
。

―
―
疲
弊
し
た
地
域
そ
の
も
の

の
回
復
は
政
治
の
問
題
。
医
業

が
成
り
立
た
な
い
よ
う
な
地
域

の
医
療
は
、
本
来
は
公
的
医
療

機
関
が
担
う
べ
き
で
、
国
の
公

的
病
院
縮
小
政
策
は
転
換
さ
せ

る
べ
き
。
当
所
の
よ
う
に
開
業

医
一
人
で
支
え
て
い
る
地
域

に
、
医
師
不
足
だ
か
ら
と
開
業

を
促
し
て
も
経
営
的
に
成
り
立

た
ず
共
倒
れ
に
な
る
。
公
的
に

支
え
る
体
制
と
財
政
が
必
要
と

い
う
の
が
協
会
の
考
え

　
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
。
私
的

財
産
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に

開
業
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
無
理

な
話
で
、
補
助
な
り
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
だ
。

　
医
大
の
「
地
域
枠
」
が
あ
ま

り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
、
も
っ
と
厳
し
く
運
用
し

て
活
用
を
図
る
べ
き
。
医
局
の

時
代
は
そ
れ
な
り
に
う
ま
く

回
っ
て
い
た
が
、
研
修
医
制
度

が
変
わ
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。
あ
ま
り
に
選
択

が
自
由
だ
と
、
へ
き
地
を
選
ぶ

こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

―
―
今
後
の
抱
負
は

　
医
師
会
の
会
合
に
も
参
加
せ

ね
ば
と
は
思
っ
て
い
る
が
、
何

を
す
る
に
も
こ
こ
は
遠
い
。
休

み
が
と
れ
な
い
の
で
学
会
に
も

出
席
で
き
て
い
な
い
が
、
4
月

か
ら
は
、
代
診
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
他
院
に
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
当
院
は
、
1
年
以
上
常
勤
医

が
不
在
だ
っ
た
た
め
、
患
者
が

散
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
何
と

か
戻
し
て
い
く
の
が
当
面
の
目

標
。
い
く
ら
い
い
仕
事
を
し
て

も
地
域
の
人
に
認
め
ら
れ
る
ま

で
数
年
は
か
か
る
。青
森
で
は
、

3
年
目
か
ら
や
っ
と
認
め
ら
れ

て
き
た
と
い
う
の
が
実
感
だ
。

　
協
会
は
白
色
確
定
申
告
説
明
会
を
2
月
13
日
に
開
催
。
講

師
の
鴨
井
勝
也
税
理
士
は
、
2
0
1
9
年
度
税
制
改
正
大

綱
法
案
を
解
説
後
、
2
0
1
8
年
分
確
定
申
告
の
所
得
税

の
改
定
点
や
申
告
書
の
記
載
の
留
意
点
を
説
明
し
た
。
参
加

者
は
16
人
。

相
続
税
等
で

猶
予
制
度
創
設
予
定

　
19
年
度
税
制
改
正
大
綱
法
案

で
、
個
人
事
業
者
の
事
業
用
資

産
に
係
る
相
続
税
等
の
納
税
猶

予
制
度
が
、
創
設
（
2
0
2
8

年
12
月
31
日
ま
で
）
さ
れ
る
予

定
だ
。
相
続
等
に
よ
り
特
定
事

業
用
資
産
を
取
得
し
事
業
を
継

続
す
る
場
合
は
、
担
保
の
提
供

を
条
件
に
、
対
象
資
産
の
課
税

価
格
に
対
す
る
贈
与
税
と
相
続

税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
。

　
そ
の
他
、
民
法
改
定
に
伴
う

配
偶
者
居
住
権
等
の
評
価
額
算

定
方
法
の
明
示
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
見
直
し
（
返
礼
品
は

3
割
以
下
で
地
場
産
の
み
）
等

が
あ
る
。
医
療
機
関
の
消
費
税

損
税
問
題
に
対
し
て
、
診
療
報

酬
の
配
点
方
法
の
精
緻
化
と
特

別
償
却
制
度
の
拡
充
・
見
直
し

が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
抜
本
的

解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

2
0
1
8
年
分
か
ら
適
用

さ
れ
る
所
得
税
の
改
定
点

　
配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者

特
別
控
除
が
大
幅
に
見
直
さ

れ
、
納
税
者
自
身
の
合
計
所
得

金
額
が
1
千
万
円
を
超
え
る
場

合
は
適
用
で
き
な
く
な
っ
た
。

配
偶
者
控
除
で
は
、
一
律
38
万

円
の
控
除
額
か
ら
、
納
税
者
自

身
の
合
計
所
得
金
額
が
9
0
0

万
円
超
か
ら
段
階
的
に
控
除
額

が
減
少
す
る
。
配
偶
者
特
別
控

除
で
は
、
配
偶
者
の
合
計
所
得

金
額
の
上
限
が
76
万
円
未
満
か

ら
1
2
3
万
円
以
下
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
納
税
者
・

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計

所
得
金
額
に
応
じ
た
控
除

額
と
な
る
。

災
害
時
に

活
用
で
き
る
税
制

　
こ
こ
数
年
、
災
害
被
害

が
増
え
て
い
る
。
被
害
に

あ
っ
た
際
に
活
用
で
き
る

制
度
と
し
て
「
災
害
減
免

法
に
よ
る
税
金
の
軽
減
・

免
除
」
と
「
所
得
税
法
の

雑
損
控
除
」
が
あ
る
。
災
害
に

よ
り
住
宅
や
家
財
等
に
被
害
を

受
け
た
場
合
に
確
定
申
告
す
る

こ
と
で
、
所
得
税
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
軽
減
で
き
る
。
災
害

減
免
法
の
適
用
は
、
災
害
に
よ

る
被
害
で
損
害
金
額
が
住
宅
ま

た
は
家
財
の
2
分
の
1
以
上
あ

る
場
合
が
対
象
。
雑
損
控
除

は
、
災
害
の
他
、
盗
難
や
横
領

に
よ
る
損
失
も
対
象
で
、「
差

引
損
失
額

－

所
得
金
額
の
10
分

の
1
」
ま
た
は
「
差
引
損
失
額

の
う
ち
災
害
関
連
支
出
の
金
額

－

5
万
円
」
の
多
い
方
の
金
額

を
控
除
す
る
。
損
害
金
額
と
差

引
損
失
額
は
保
険
金
等
で
補
填

さ
れ
る
分
は
含
ま
な
い
。
災
害

減
免
法
と
雑
損
控
除
は
有
利
な

方
を
選
択
す
る
。
被
害
を
受
け

た
資
産
の
取
得
年
月
や
保
険
金

等
で
補
填
さ
れ
る
金
額
が
分
か

る
書
類
等
が
必
要
。

申
告
書
記
載
の
留
意
点

　
申
告
書
第
二
表
の
記
入
漏
れ

が
多
い
項
目
と
し
て
、
特
例
適

用
条
文
等
欄
の
「
措
置
法
26

条
」、
事
業
税
の
非
課
税
所
得

な
ど
の
番
号
欄
の
「
8
」
と
所

得
金
額
欄
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
た
場
合
の
寄
付
金
税
額
控
除

の
「
都
道
府
県
・
市
区
町
村

分
」欄
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

配偶者控除の適用に注意
白色確定申告説明会開く

定価1,500円（送料込）

松田哲朗 医師

所
得
税
な
ど
改
定
点
を
丁
寧
に
説
明

す
る
鴨
井
税
理
士

医院承継講習会 ～医院の承継・閉院～

日　時 5月23日（木） 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 ひろせ税理士法人 副所長　認定登録医業経営コンサルタント　常田 幸男 氏
参加費 お一人 1,000円　※当日徴収
協　賛　有限会社アミス

　医院承継には、親子間、第三者などさまざまなパターンがあります。承継せずに
閉院されたり、閉院されてから勤務医に戻られるケースもあります。また、個人診
療所と医療法人によっても手続きが異なります。最近の医療機関を取り巻く状況や
実務的な手続きなど、承継や閉院のポイントを解説します。
　トラブルがないようにするには、事前に準備をすることが必要です。承継や閉院
を現実的に考えておられる先生はもちろんのこと、将来に向けてもお役立ていただ
けます。

日　時 5月18日（土）午後 2 時30分～ 4 時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 佐々木 真弓 氏
 （ 西陣・佐々木医院院長夫人、日本ステンドグ 

ラス協会副会長、アトリエエンジェル主宰）

内　容 「写真立て」作り
定　員 30人（先着順、要申込）
参加費 会員：2,500円、家族・従事者：3,500円

　ステンドグラス作家の佐々木真弓氏を講師に、“ステンドグラス教室”を
開催します。色とりどりのガラスの光に包まれた「写真立て」作りを、ご一
緒に楽しみませんか。コテなどの道具は、貸出いたします。
　ご家族・従業員さまお誘い合わせの上、ぜひご参加下さい。

第19回 文化講座 ステンドグラス教室

エプロン、軍手（片手）、
雑巾（水洗い後の作品を
拭くもの）、参加費

当日
ご持参いただくもの

作品見本

日常税務で活用を

要申込

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 4 月 1 0 日 第 3 0 4 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

疲
弊
地
域
の
医
療
は
公
的
補
助
が
不
可
欠

地域医療
をきく! 5京丹後編

月刊保団連
保険医の
経営と税務
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京都府の将来医師過剰は最大4006人
―ついに〈必要医師数〉が登場

　2036年の京都府における必要医師数は丹後253人、中丹
483人、南丹332人、京都・乙訓4375人、山城北1105人、山
城南265人で合計6807人。これに対し、上位 i ） 供給推計で
4006人、下位 ii ） 供給推計で1291人の医師が過剰となる―。
これが２月18日の厚労省の医療従事者の需給に関する検討
会・医師需給分科会で示された必要医師数と医師過剰の推
計データである（表）。医師偏在指標による二次医療圏ラ
ンキングでは、京都・乙訓医療圏は医師多数区域、医師少
数区域が丹後医療圏、他の医療圏はそのどちらでもない医
療圏とされている。

　国が必要医師数をこのような形で示したのは恐らく戦後
史上初である。
　厚労省は必要医師数を「将来時点（2036年時点）におい
て」、国が「医療圏ごとに、医師偏在指標が全国値と等し
い値になる医師数」と定義している。
　すなわち、医師偏在指標の算出方法によってはじき出さ
れる〈標準的な受療率に対する標準的な医師数〉であり、
都道府県が今後、医療計画上に記載する医師確保計画を通
じ確保するべき人数となる。

将来過剰となる専門科の医師数まで
　一方で厚労省は診療科偏在是正にも乗り出している。
　2019年３月22日の医師需給分科会に示された「第４次中
間とりまとめ（案）」には、「法改正事項ではないが、医療
ニーズを踏まえた診療科ごとに必要な医師数の明確化につ
いては、診療科偏在の観点からも早急な検討が求められ
る」とある。
　すでに、新専門医制度上の18領域についての「診療科ご
との将来必要な医師数の見通し（たたき台）」が２月18日
の需給分科会で、各診療科の都道府県別必要医師数も27日
会合において示されていた。
　そこでは2036年の必要医師数について、内科は12万7167
人で2016年医師数に対し、1万4189人不足する一方で、精
神科の1688人、皮膚科の1414人、耳鼻咽喉科の1229人等が

政
策
解
説

厚労省 2036年の必要医師数と不足・過剰医師数を提示
診療科ごとの将来必要な医師数の見通しも示す

ｉ）  厚労省は上位実績ベースについて、「過去の各都道府県の増減の
実績に基づいて、一番いい実績が2036年に向けてずっと続いて
いった場合」と説明している（第27回医師需給分科会議事録）

ii ）  厚労省は下位実績ベースについて、「これは実績ということで、
増減を最小に見積もっ ても達成できるような医師数が下位実績
ベースの示すところ」と説明している（同上）。

iii）  ※〈見通し〉の手法について、厚労省資料は、診療科ごとの医師
の需要を決定する代表的な疾病・診療行為を抽出し、診療科と疾
病・診療行為の対応表を作成、現状の医療の姿を前提とした人口
動態・疾病構造変化を考慮した診療科ごとの医師の需要の変化を
推計し、現時点で利用可能なデータを用いて、必要な補正を行っ
た将来の診療科ごとの医師の需要を推計と説明している。医師数
は（仕事量）とされ、2016年医師数も実際のものではなく、平成
28年医師届出票のデータに性年齢階級別の調整を施したものであ
る。18基本領域と他専門科の対応関係は以下のとおりである。内
科（内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科(胃腸内科)、腎
臓内科、神経内科、糖尿病内科(代謝内科)、血液内科、アレルギー
科、リウマチ科、感染症内科、心療内科）。外科（外科、呼吸器
外科、心臓血管外科、乳腺外科、気管食道外科、消化器外科(胃腸
外科)、肛門外科、小児外科）。産婦人科（産婦人科、産科、婦人
科）。形成外科（形成外科、美容外科）。

だろうか。理解しているならば、計算に使ったデータ、報
告書、作成した対応表等はすべて簡便に閲覧できるように
すべきである。そうでなければ厚労省の推計が正しいかど
うか、主権者の誰も検証できないではないか。

必要医師数を示した厚労省の意図とは
　なぜ、厚生労働省は必要医師数を示したのだろうか。
　今回、医師偏在是正にかかわって厚労省が使用してきた
のは〈目標〉医師数という言葉であり、これには法的な根
拠が持たされている。これは都道府県による医師確保計画
の上で確保すべき医師数というほどの意味を持つ言葉であ
ろう。だが〈必要〉医師数は違う。〈必要〉の対義語は
〈不要〉である。不要な医師なら開業も就業も望まれない
し、そもそも公費を投入して養成されなくともよいという
ことになる。
　厚生労働省は、〈将来時点の医師偏在指標〉を検討した
第23回需給分科会（2018年10月24日）において、必要医師
数という考えを提出した。同省の説明は、将来時点の医師
偏在指標は都道府県から大学医学部に対する地域枠・地元
出身者枠の要請に用いると述べており、同指標から割り出
す必要医師数もその文脈で説明されるのだろう。
　しかし今回の必要医師数は日本の医療提供体制政策に
とって、より大きな影響をもたらしかねない。
　日本専門医機構の寺本民生理事長は３月18日の定例記者
会見で医師需給分科会の必要医師数推計が出されたのを受
け、医師偏在を防ぐための専攻医シーリングにかかわって
「都道府県ではなく、診療科別でも専攻医のシーリングを
設定することが有り得る」と述べた。
　９割の医師が取得する専門医制度の都道府県別・診療科
別定員とは、事実上、都道府県別・診療科別の医師定数に
なり得る。
　何年か後、自由開業制のもとで育ってきた医師の最後の
１人が引退したとき、後に残るのは、厚労省の定めた都道
府県別・診療科別の医師定数と、その枠内での医師養成シ
ステムとしての新専門医制度ではないか。医師数にとどま
らず、国家政策が必要とする医師像やその医療の内容を実
現すべく、医師を自在にコントロールできる仕組みがその
日からスタートするであろう。

過剰になると推計されている（図１）。
　この推計について厚労省資料はＤＰＣデータを用いて
「診療科ごとの医師の需要を決定する代表的な疾病・診療
行為を抽出し、診療科と疾病・診療行為の対応表を作成」
し、そこへ人口動態や疾病構造を考慮した医師の需要の変
化を推計する等して算出したものと説明している iii ） 。な
お、あくまで事務局による機械的な計算（暫定版）と断っ
ている。
　都道府県ごとの2036年の診療科別必要医師数では、京都
府は各診療科が軒並み「過剰」と推計されている。全体とし
ては不足と推計される内科ですら498人過剰になるとされ、
臨床検査・脳神経外科以外はすべて過剰とされている。

検証に必要なデータは
すべて公表されているのか

　京都府では救急科専門医すら2036年に18人過剰とされ
る。しかし一方で、外来医師少数区域での新規開業の際に
担うよう「合意」を求められる地域の不足する医療機能に
〈初期救急〉が例示されていることから考えれば、今推計
において施された〈疾病構造を考慮した医師の需要の変
化〉に、例えば高齢者の救急のある程度を開業医に担わせ
る意図が反映されているのかもしれない。
　だがあくまで「そうかもしれない」としかいえない。
　なぜなら、前段の必要な医師総数も、診療科別の医師数
も、推計方法は説明されているものの、具体的にどのよう
な計算の過程を経て導き出されたのかを説明（あるいは証
明）する資料が、少なくともインターネット上の分科会資
料として公開されていないからである。
　データを使って主権者たる国民が必要とする医療を予測
し、主権者たる国民の一人である医師の医業の在り方を左
右する数字を導き出す。その行為の重みを理解しているの

図 1　診療科ごとの将来必要な医師数の見通し（たたき台） ※厚労省が機械的に計算したたたき台

図 2　診療科と疾病等の対応表について（事務局整理）

2036年

必　要
医師数

供給推計 供給推計－必要医師数

（上位） （下位）
（供給上位）（供給下位）
不足医師数 過剰医師数

京都府 6,807 10,813 8,098 4,006 1,291
丹後 253 223 167 -30 -86
中丹 483 559 419 76 -65
南丹 332 310 232 -23 -100
京都・乙訓 4,375 8,502 6,367 4,126 1,991
山城北 1,105 1,017 762 -89 -344
山城南 265 203 152 -61 -112

（厚労省資料から協会作成）

表　将来時点における必要医師数等

2016年 2024年 2030年 2036年 必要養成数に係る推計
2
0
1
6
年
医
師
数

（
仕
事
量
）

必
要
医
師
数

（
勤
務
時
間
調
整
後
）

2
0
1
6
年
の
必
要
医

師
数
と
2
0
1
6
年
医

師
数
の
差

必
要
医
師
数

（
勤
務
時
間
補
正
後
）

2
0
2
4
年
の
必
要
医

師
数
と
2
0
1
6
年
医

師
数
の
差

必
要
医
師
数

（
勤
務
時
間
補
正
後
）

2
0
3
0
年
の
必
要
医

師
数
と
2
0
1
6
年
医

師
数
の
差

必
要
医
師
数

（
勤
務
時
間
補
正
後
）

2
0
3
6
年
の
必
要
医

師
数
と
2
0
1
6
年
医

師
数
の
差

2
0
1
6
年
の
医
師
数

を
維
持
す
る
た
め
の
年

間
養
成
数

2
0
2
4
年
の
必
要
医

師
数
を
達
成
す
る
た
め

の
年
間
養
成
数

2
0
3
0
年
の
必
要
医

師
数
を
達
成
す
る
た
め

の
年
間
養
成
数

2
0
3
6
年
の
必
要
医

師
数
を
達
成
す
る
た
め

の
年
間
養
成
数

内科 112,978 122,253 9,275 127,446 14,468 129,204 16,226 127,167 14,189 2,289 3,910 3,362 2,965
小児科 16,587 18,620 2,033 17,813 1,227 17,212 625 16,374 -213 394 538 438 383
皮膚科 8,685 8,376 -309 7,999 -686 7,695 -990 7,270 -1,414 193 115 127 124
精神科 15,691 15,437 -254 14,919 -772 14,598 -1,093 14,003 -1,688 293 208 222 214
外科 29,085 34,741 5,656 34,916 5,831 34,605 5,520 33,448 4,363 907 1,587 1,301 1,139
整形外科 22,029 23,182 1,153 24,374 2,345 24,680 2,650 24,022 1,993 499 764 677 596
産婦人科 12,632 14,811 2,179 13,624 992 12,938 305 12,165 -467 284 394 304 261
眼科 12,724 12,054 -670 12,336 -388 12,293 -432 11,830 -895 271 227 242 228
耳鼻咽喉科 9,175 8,967 -208 8,621 -554 8,345 -830 7,946 -1,229 219 156 163 158
泌尿器科 7,426 8,320 894 8,599 1,173 8,653 1,228 8,429 1,003 199 334 285 251
脳神経外科 7,713 9,021 1,309 9,789 2,077 10,170 2,457 10,235 2,523 189 423 355 314
放射線科 6,931 7,061 130 7,147 215 7,126 195 6,918 -13 154 177 167 153
麻酔科 9,496 10,076 579 10,126 630 10,036 540 9,701 204 232 305 270 243
病理診断科 1,887 2,178 291 2,189 302 2,170 283 2,097 210 48 81 67 58
臨床検査 567 632 65 639 72 638 70 619 52 21 30 27 24
救急科 3,656 4,250 594 4,302 645 4,289 633 4,164 508 93 172 140 121
形成外科 3,321 3,431 110 3,448 127 3,417 97 3,303 -18 95 109 102 94
リハビリテー
ション科 2,399 2,489 90 2,519 120 2,512 112 2,439 39 51 64 59 53

※ 厚生労働科学研究「保健医療介護現場の課題に即したビッグデータ解析を実践するための臨床疫学・統計・医療情報技術を磨く高度人材育
成プログラムの開発と検証に関する研究」（研究代表者　東京大学　康永秀生）の研究結果（DPCデータから求めた69診療科×傷病分類
（ICD-10）別の患者数）を用いて、厚生労働科学研究「ニーズに基づく専門医の養成に係る研究」（研究代表者　自治医科大学　小池創一）に
おいて、基本診療領域×傷病中分類（患者調査）別の患者数を算出した。

（イメージ）

疾患Ｂ　疾患Ｃ・・・・・ Ｂ診療科　Ｃ診療科・・・・・

• Ａ診療科（50,000人）
• Ｂ診療科（30,000人）
• Ｃ診療科（10,000人）

…
…

• 疾患Ａ（５％）
• 疾患Ｂ（４％）
• 疾患Ｃ（４％）
• 疾患Ｄ（３％）

…
…

○ 診療科と疾病等の対応表については、急性期領域における実際の診療データを用いて、専門医制度における基本診療領域
と疾病等の対応表を作成した。

疾患Ａ Ａ診療科

•  実際の診療データをも
とに、各疾患において、
各診療科が診療を行う
患者数（シェア）算出

•  各診療科において診療
を行う疾患のシェアを
算出し、重みづけされ
た診療科と疾病の対応
表を作成

各疾病と各診療
領域との重み付
けされた対応表
を作成

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 4 月 1 0 日第 3 0 4 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行
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● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により加入できる保険金額は異なります）。
●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り保険年齢75歳まで。
●  配偶者は3,000万円まで、お子様（ 3 ～22歳）は400万円まで加入できます。
●  １年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、配当金を受け取れます。
※保険医共済会への入会（入会金1,000円）が必要です。

4 月 1 日から 掛金が安くなりました。
会員の最高保険金額も
 4,000万円から6,000万円に。 配当金（過去実績3カ年平均）17%

※ 数字は年間保険料に対する
割合です。

グループ保険（生命保険）
※毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

申込締切
4 月20日

期間限定で
厳選ワインを
特別価格でご案内

①赤ワイン 6本セット
通常参考上代 ￥9,666（税込）のワインセットが…

②赤白ワイン 6本セット
通常参考上代 ￥9,288（税込）のワインセットが…

【取扱い】 （有）アミス
 ☎075－212－0303

※未成年の方への酒類の販売は行っておりません

どちらも ⇒
協会会員価格 （税込・送料込）￥8,480

会員IDと初期パスワードがご不明な場
合は、京都府保険医協会（☎075‒212‒
8877）までお問い合わせ下さい。

アミスネットショップよりお申し込み下さい！
http://www.amis.Kyoto/shop/

① ②

ワイン6本セット2種

ソムリエ厳選

おすすめ

　
Ｑ
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

の
算
定
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。
初
診
の
日
か
ら
1
月
以
内

の
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
は
初

診
料
に
含
ま
れ
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
3
月
29
日
急
性
胃
炎
で

初
診
の
後
、
胃
炎
の
症
状
が

残
っ
て
い
る
場
合
、
特
定
疾
患

療
養
管
理
料
は
5
月
の
連
休
が

あ
け
て
か
ら
算
定
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？　
連
休
直
前
の
4

月
27
日
に
は
算
定
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ
、
算
定
で
き
ま
す
。
1
カ

月
を
経
過
し
た
日
が
休
日
の
場

合
で
、
そ
の
休
日
の
直
前
の
休

日
で
な
い
日
に
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
の
「
注
1
」（
厚
労
大

臣
が
定
め
る
疾
患
を
主
病
と
す

る
患
者
に
対
し
て
、
治
療
計
画

に
基
づ
き
療
養
上
必
要
な
管
理

を
行
っ
た
場
合
）
に
掲
げ
る
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
そ
の

日
に
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
を

算
定
で
き
ま
す
の
で
、
ご
留
意

下
さ
い
。

　
手
術
を
は
じ
め
、
侵
襲
性
や
リ

ス
ク
の
大
き
い
検
査
や
治
療
を
す

る
と
き
、
医
療
側
は
、
患
者
本
人

の
同
意
に
加
え
、
家
族
の
同
意
も

求
め
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
本
人
に
十
分
な
判
断
能
力
が
あ

れ
ば
、
本
人
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
で
足
り
る
は
ず
な
の

に
、
な
ぜ
家
族
の
同
意
ま
で
求
め

る
の
か
。
説
明
や
同
意
の
確
実
性

を
担
保
す
る
た
め
な
の
か
、
後
に

な
っ
て
家
族
か
ら
苦
情
が
出
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
な
の
か
。

　
一
方
、
本
人
の
判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
場
合
は
、
診
療
の
方
針

を
決
め
て
い
く
際
に
、
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
と
い
う
言
葉
を
看
護
師
な
ど

が
よ
く
使
う
。
し
か
し
、
ど
う
い

う
点
に
着
目
し
て
、
そ
の
言
葉
を

用
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
大
切
な
の
は
本
人
へ
の
愛
情

か
、
本
人
の
価
値
観
を
よ
く
知
っ

て
い
る
こ
と
か
。
あ
る
い
は
本
人

の
こ
と
に
か
か
わ
る
意
思
の
あ
る

人
な
の
か
、
家
族
・
親
族
の
総
意

を
ま
と
め
て
く
れ
そ
う
な
人
な
の

か
、
方
針
決
定
に
影
響
力
の
大
き

い
人
な
の
か
。

　
目
的
や
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ

な
い
ま
ま
、
カ
タ
カ
ナ
の
用
語
が

当
然
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と

に
、
い
つ
も
違
和
感
を
覚
え
る
。

　
実
際
に
は
、
医
療
側
に
と
っ
て

助
か
る
存
在
と
い
う
位
置
づ
け
で

使
わ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
根
本
問
題
と
し
て
、
は
っ
き
り

さ
せ
て
お
き
た
い
の
は
、
治
療
方

針
の
選
択
や
生
き
方
・
死
に
方
に

つ
い
て
、
本
人
以
外
の
誰
か
が
代

わ
り
に
判
断
し
て
よ
い
と
言
え
る

筋
の
通
っ
た
根
拠
は
見
あ
た
ら
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
法
的
に
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
は

憲
法
13
条
の
個
人
の
尊
厳
と
幸
福

追
求
権
に
属
す
る
こ
と
で
、
本
人

の
意
向
と
無
関
係
に
他
者
が
決
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
緊
急
性
の
あ
る
医
療
行
為
な

ら
、
民
法
上
は
事
務
管
理
（
契
約

に
よ
ら
ず
、
他
人
の
た
め
に
す
る

行
為
）
と
し
て
医
療
側
が
本
人
同

意
な
し
で
行
え
る
が
、
急
ぎ
で
な

け
れ
ば
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
患

者
が
成
年
後
見
を
受
け
て
い
る
場

合
で
も
、
後
見
人
に
医
療
内
容
に

つ
い
て
選
択
・
同
意
す
る
権
限
は

与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
哲
学
・
倫
理
学
的
に
も
、
本
人

の
利
益
の
た
め
に
他
者
が
判
断
し

て
よ
い
と
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
論
拠
は
あ
や
ふ
や
だ
。
欧
米
で

は
、
思
考
能
力
が
乏
し
け
れ
ば
人

間
と
し
て
の
価
値
が
な
い
と
す
る

「
パ
ー
ソ
ン
論
」
が
強
い
が
、
危

険
な
考
え
方
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
現
実
に
は
、
本
人
が

判
断
で
き
な
け
れ
ば
、
他
の
方
法

で
決
め
る
し
か
な
い
。
そ
こ
で
手

近
な
家
族
に
判
断
や
同
意
を
求
め

る
こ
と
が
多
い
わ
け
だ
が
、
そ
れ

は
必
ず
し
も
当
然
の
こ
と
で
は
な

い
。
本
人
は
「
家
族
の
も
の
」
で

は
な
い
か
ら
、
家
族
に
代
行
判
断

権
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
、
や
む
を
え
ず
取
る
手
段

の
一
つ
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
家
族
に
よ
る
判
断
が
一
定
の
妥

当
性
を
持
つ
の
は
、
そ
の
家
族
が

本
人
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い

る
こ
と
が
前
提
に
な
る
。

　
現
実
の
家
族
は
ど
う
か
。
愛
情

と
信
頼
で
結
ば
れ
て
い
る
家
族
も

い
る
が
、
対
立
や
憎
悪
が
存
在
す

る
こ
と
も
あ
る
。
医
療
費
の
負
担

や
相
続
、
保
険
金
、
年
金
な
ど
の

利
害
が
絡
む
こ
と
も
あ
る
。

　
Ｄ
Ｖ
、
高
齢
者
虐
待
も
珍
し
く

な
い
。
小
さ
い
子
ど
も
の
医
療
は

親
が
判
断
す
る
の
が
一
般
的
だ

が
、
児
童
虐
待
が
あ
れ
ば
、
そ
の

親
は
外
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
愛
情
と
信

頼
は
あ
る
か
、
利
害
は
ど
う
か
と

い
っ
た
前
提
条
件
の
見
極
め
が
必

要
な
わ
け
で
、
よ
く
考
え
る
と
、

な
か
な
か
難
し
い
話
で
あ
る
。

家
族
に
代
行
判
断
権
は
あ
る
か

（
80
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
当
該
患
者
は
要
介
護
度
Ⅳ
。

変
形
性
脊
椎
症
・
慢
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
・
歩
行
障
害
の
既
往
症

が
あ
り
、
右
片
麻
痺
（
推
定
筋

力
3
）
で
ベ
ッ
ド
上
で
の
生
活

で
あ
っ
た
。
2
カ
月
前
か
ら
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し
て
、
す

で
に
当
該
作
業
療
法
士
が
4
回

リ
ハ
ビ
リ
を
施
行
し
て
い
た
経

緯
が
あ
る
。
5
回
目
の
リ
ハ
ビ

リ
は
、
作
業
療
法
士
が
患
者
自

宅
に
お
い
て
両
手
で
把
持
し
て

体
幹
下
肢
を
保
持
す
る
四
輪
車

付
き
歩
行
補
助
具
で
あ
る
シ
ル

施
行
し
た
が
、
歩
行
・
起
立
が

事
故
前
以
上
に
困
難
な
状
態
と

な
っ
た
。
患
者
は
い
っ
た
ん
退

院
。
デ
イ
ケ
ア
を
週
に
4
回
施

行
し
た
が
（
事
故
前
は
週
に
2

回
）、
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
Ａ
医

療
機
関
に
再
入
院
と
な
っ
た
。

　
患
者
側
は
、
介
護
負
担
の
増

加
に
よ
る
介
護
費
用
等
の
請
求

を
行
っ
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
当

該
作
業
療
法
士
が
計
5
回
の
リ

ハ
ビ
リ
時
に
一
度
も
立
位
保
持

の
確
認
を
し
な
か
っ
た
の
は
注

意
義
務
違
反
で
あ
り
、
事
故
当

日
は
、
ベ
ッ
ド
横
に
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
が
設
置
し
て
お
り
、

患
者
が
歩
行
で
ト
イ
レ
ま
で
行

く
の
を
拒
否
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
作
業
療
法
士
の
判
断
で

ト
イ
レ
ま
で
訓
練
の
た
め
に
歩

行
さ
せ
て
、
か
つ
患
者
か
ら
目

を
離
し
た
の
は
不
注
意
で
あ
っ

た
と
し
て
過
誤
を
認
め
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
作
業
療
法
士
の
過
失
は
認
め

ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
確
認
す
る
と

高
度
の
骨
粗
鬆
症
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
患
者
の
身
体
的

要
因
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
患
者
の
事
故
前
の

状
況
は
、
す
で
に
Ａ
Ｄ
Ｌ
上
で

も
後
遺
障
害
第
5
級
2
号
「
神

経
系
統
の
機
能
又
は
精
神
に
著

し
い
障
害
を
残
し
、
特
に
軽
易

な
労
務
以
外
の
労
務
に
服
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
」
か
ら

7
級
4
号
「
神
経
系
統
の
機
能

又
は
精
神
に
障
害
を
残
し
、
軽

易
な
労
務
以
外
の
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
」
の

範
囲
が
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ

て
、
患
者
の
現
在
の
後
遺
障
害

は
事
故
と
因
果
関
係
が
な
く
、

医
療
機
関
の
責
任
で
は
な
い
こ

と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
過
誤
を
認
め

て
、
賠
償
金
を
支
払
い
示
談
し

た
。

　
注
：
後
遺
障
害
等
級
は
事
故

当
時
の
も
の

バ
ー
カ
ー
を
用
い
て
の
歩
行
訓

練
だ
っ
た
。
こ
の
訓
練
中
に
、

ト
イ
レ
の
ド
ア
を
開
け
よ
う
と

し
て
患
者
か
ら
離
れ
、
ト
イ
レ

の
ド
ア
を
開
け
て
い
た
時
に
患

者
が
右
側
か
ら
尻
も
ち
を
つ
い

て
転
倒
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

別
の
Ａ
医
療
機
関
に
入
院
。
検

査
の
結
果
、
右
大
腿
骨
骨
折
が

判
明
し
、
人
工
骨
頭
置
換
術
を

作
業
療
法
士
の
判
断
ミ
ス
で
患
者
転
倒

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
93

金
融
共
済
委
員
会

（
3
／
20
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
1
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
全
件
可
決
し
ま

し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
3
件
の
案
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。

　京都府保険医協会の会員の
年会費は個人・家族・法人
カードとも永久無料です。有
利な特典もあります。
　ぜひお申込み下さい。

提携：京都クレジットサービス㈱

ＤＣゴールドカード

年会費 永久
無料
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小
川
、
里
山
、
雑
木
林
、
蝉

の
声
、
昆
虫
取
り
、
海
水
浴
な

ど
誰
の
心
に
も
懐
か
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
原
風
景
と
し
て
宿
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
と
リ
ン
ク
し
て
幼
少
期
に
楽

し
い
体
験
が
あ
る
と
、
イ
メ
ー

ジ
自
体
が
そ
の
後
の
人
生
に
良

い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ

る
。
た
と
え
ば
期
せ
ず
し
て
困

難
に
出
会
っ
た
と
き
で
も
、
こ

れ
ら
の
風
景
イ
メ
ー
ジ
に
た
ち

か
え
る
こ
と
に
よ
り
、
困
難
を

乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
力
が
湧

い
て
く
る
な
ど
で
あ
る
。
丹
後

の
四
季
は
、
忘
れ
か
け
て
い
た

心
の
原
風
景
を
思
い
お
こ
さ
せ

て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
囲
ま
れ
た
だ
け
の
生
活
で

は
、
決
し
て
こ
う
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　
丹
後
の
人
々
の
多
く
は
自
然

に
囲
ま
れ
、
そ
の
リ
ズ
ム
を
身

近
に
感
じ
な
が
ら
、
つ
ま
し
い

な
か
で
も
心
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
る
。
京
都
市
生
ま
れ
育
ち
の

私
に
と
っ
て
、
そ
う
い
う
生
き

方
は
と
て
も
新
鮮
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
多
く
を
所
有
す
る
こ
と

せ
を
生
み
出
す
感
性
で
あ
り
、

そ
の
感
性
を
磨
け
ば
本
質
的
な

幸
福
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
そ
う
で
あ
る
た
め
に

は
、
自
然
の
リ
ズ
ム
に
沿
っ
た

生
き
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　
一
人
ひ
と
り
に
与
え
ら
れ
る

環
境
・
境
遇
は
あ
る
意
味
摂
理

に
よ
っ
て
決
ま
り
、
そ
の
意
図

は
自
然
の
リ
ズ
ム
と
し
て
我
々

に
迫
っ
て
く
る
。
そ
の
リ
ズ
ム

に
素
直
に
耳
を
傾
け
、
忠
実
か

つ
真
摯
で
あ
る
こ
と
は
美
徳
で

あ
り
、
喜
び
で
あ
り
、
我
々
の

責
務
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
地

域
、
社
会
で
あ
っ
て
も
そ
の
よ

う
な
姿
勢
を
貫
く
生
き
方
は
、

本
物
だ
け
が
持
つ
美
し
さ
を
放

つ
。
ひ
と
た
び
そ
の
美
し
さ
を

認
識
し
て
し
ま
う
と
、
他
の
価

値
は
重
要
で
は
な
く
な
る
。

　
私
は
以
前
、
与
謝
の
海
病
院

（
現
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
）に
2

年
間
勤
務
し
て
い
た
。
そ
し
て

時
々
伊
根
診
療
所
や
久
美
浜
病

院
に
も
赴
い
た
。
こ
の
間
多
く

の
患
者
さ
ん
を
診
療
し
た
け
れ

ど
も
、
正
確
に
言
う
な
ら
、
私

が
患
者
さ
ん
を
治
療
し
た
の
で

は
な
く
、
私
が
こ
の
地
と
こ
こ

の
人
々
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。そ
の
時
以
後
、何
ら

か
の
形
で
恩
返
し
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
保

険
医
新
聞
連
載
の
機
会
を
与
え

て
も
ら
っ
た
の
で
思
い
を
書
か

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
が
さ

さ
や
か
で
も
丹
後
の
地
お
よ
び

人
々
に
対
し
て
恩
返
し
に
な
る

の
な
ら
、こ
の
上
な
く
嬉
し
い
。

こ
こ
ま
で
連
載
に
付
き
合
っ
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
は
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
完
）

で
は
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
に
喜
び
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
幸
せ
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
日
々
の
暮
ら
し
自
体

が
幸
せ
な
ら
、
何
か
が
得
ら
れ

て
も
得
ら
れ
な
く
て
も
幸
せ
で

い
ら
れ
る
。
1
を
2
に
増
や
す

の
で
は
な
く
、
0
か
ら
1
の
幸

辻
　
俊
明
（
西
陣
）

第10話

丹
後
半
島
心
の
原
風
景

　
協
会
は
、
8
回
目
と
な
る
ワ
イ
ン
講
座
を
2
月
24
日

に
開
催
。
参
加
者
は
24
人
と
な
っ
た
。
テ
ー
マ
を
イ
タ

リ
ア
ワ
イ
ン
に
絞
り
、
解
説
を
聞
き
な
が
ら
の
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。
ワ
イ
ン
を
し
っ
か
り
学
習
し

た
後
は
フ
レ
ン
チ
に
舌
鼓
を
打
つ
、
楽
し
い
会
と
な
っ

た
。

　
以
前
か
ら
保
険
医
協
会
主
催

で
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

知
っ
て
い
た
も
の
の
、
な
ん
と

な
く
気
後
れ
し
て
な
か
な
か
参

加
で
き
な
か
っ
た
ワ
イ
ン
講
座

に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
通
算
8
回
目
を
数
え
る
こ
の

講
座
の
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
イ

タ
リ
ア
銘
醸
ワ
イ
ン
を
楽
し

む
」
で
、
初
回
か
ら
会
員
の
山

本
博
氏
（
左
京
）
が
ワ
イ
ン
選

び
か
ら
当
日
の
講
師
ま
で
を
務

め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
山
本
氏
は
以
前
か
ら
存
じ

あ
げ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ほ

ど
ワ
イ
ン
に
造
詣
が
深
い
と
は

知
ら
ず
、
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
前
半
は
解
説
を
拝
聴
し
な

が
ら
の
テ
イ
ス
テ
イ
ン
グ
、
後

半
は
参
加
者
が
講
師
に
自
由
に

質
問
を
し
な
が
ら
の
食
事
と
い

う
構
成
で
し
た
。

　
テ
イ
ス
テ
イ
ン
グ
で
は
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
1
か
ら

8
ま
で
の
番
号
が
印
字
さ
れ
た

紙
が
配
布
さ
れ
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
た
説
明
と
と
も
に
、
順
番

に
ワ
イ
ン
の
グ
ラ
ス
が
置
か
れ

て
い
き
、
香
り
や
味
の
違
い
を

楽
し
み
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
私

は
グ
ラ
ス
が
運
ば
れ
て
く
る
と

す
ぐ
に
飲
み
干
さ
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
、
や
や
焦
っ

て
飲
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

が
、
ゆ
っ
く
り
と
、
場
合

に
よ
っ
て
は
後
半
の
食
事

の
時
間
に
味
わ
っ
て
も
よ

い
こ
と
を
知
り
、
じ
っ
く

り
味
わ
え
ば
よ
か
っ
た
と

少
し
残
念
な
思
い
を
し
ま

し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
は
フ

ラ
ン
ス
に
つ
ぐ
日
本
の
輸

入
ワ
イ
ン
で
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
の
ワ
イ
ン
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
ワ
イ
ン
の
品

質
保
証
の
一
つ
を
Ｄ
Ｏ
Ｃ

と
い
い
、
上
か
ら
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｇ
、

Ｄ
Ｏ
Ｃ
、
Ｉ
Ｇ
Ｔ
、
Ｖ
ｄ
Ｔ
と

四
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
、

ピ
エ
モ
ン
テ
と
ト
ス
カ
ー
ナ
が

二
大
産
地
で
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は

山
本
氏
が
厳
選
し
た
ピ
エ
モ
ン

テ
の
白
1
種
、
赤
2
種
、
ロ
ン

バ
ル
デ
ィ
ア
の
白
1
種
、
ト
ス

カ
ー
ナ
の
白
1
種
、
赤
2
種
、

カ
ン
パ
ー
ニ
ャ
の
白
1
種
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　
山
本
氏
に
よ
る
と
、
ワ
イ
ン

通
に
な
る
早
道
は
有
名
な
ロ
マ

ネ
・
コ
ン
テ
ィ
な
ど
、
ワ
イ
ン

の
〝
頂
上
〞
か
ら
攻
め
る
こ
と

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

な
か
な
か
初
心
者
に
は
敷
居
が

高
い
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
次
回
は
ド
イ
ツ
や
日
本
の
ワ

イ
ン
も
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と

の
声
も
あ
が
り
、
ま
た
参
加
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
協
会
が
呼
び
か
け
人
お
よ
び

実
行
委
員
会
に
加
わ
っ
て
い
る

「
バ
イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う
と
」

の
集
会
が
、
3
月
10
日
に
円
山

野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

小
雨
が
降
り
続
く
中
で
の
集
会

と
な
り
、
参
加
者
は
1
5
0
0

人
と
な
っ
た
。

　
集
会
で
は
、
国
と
東
電
に
損

害
賠
償
を
求
め
て
い
る
京
都
訴

訟
原
告
団
6
人
が
登
壇
。
法
廷

で
の
意
見
陳
述
さ
な
が
ら
に
、

「
ど
う
し
て
私
た
ち
だ
け
が
健

康
被
害
が
出
る
ま
で
、
被
ば
く

を
受
け
入
れ
な
い
と
い
け
な
い

か
」「
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を

守
り
た
い
。
自
主
避
難
す
る
権

利
を
認
め
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

た
。

　
続
く
名
古
屋
老
朽
原
発
訴
訟

団
事
務
局
長
の
安
楽
知
子
氏
の

ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、
超
党
派
議

員
連
盟
「
原
発
ゼ
ロ
の

会
」
世
話
人
の
山
崎
誠

氏
（
衆
・
立
民
）
が
、

原
発
に
固
執
し
続
け
る

現
政
権
を
批
判
。「
今

こ
そ
政
治
が
決
断
す
る

と
き
。
野
党
が
一
丸
と

な
っ
て
現
政
権
と
対
峙
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
舵
を

切
っ
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し

た
。

　
ま
た
、
原
発
ゼ
ロ
を
掲
げ
る

野
党
も
参
集
。
田
中
健
志
氏

（
立
民
・
府
議
会
議
員
）、
泉
健

太
氏
（
国
民
・
衆
）、
倉
林
明

子
氏
（
共
・
参
）、
豊
田
潤
多

郎
氏
（
自
由
・
府
総
支
部
連
合

会
長
）、
飛
鳥
井
佳
子
氏
（
社

民
・
府
連
合
副
代
表
・
向
日
市

議
会
議
員
）、
小
西
晴
也
氏

（
新
社
・
府
本
部
書
記
長
）、
長

谷
川
羽
衣
子
氏
（
緑
・
共
同
代

表
）
が
そ
れ
ぞ
れ
原
発
ゼ
ロ
に

向
け
て
の
決
意
を
表
明
し
た
。

そ
の
他
、
穀
田
恵
二
氏
（
共
・

衆
）、
福
山
哲
郎
氏
（
立
民
・

参
）
も
参
加
し
た
。

　
集
会
後
は
、
市
役
所
前
ま
で

行
進
し
、
街
頭
の
人
た
ち
に

「
原
発
や
め
よ
う
」「
子
ど
も
を

守
ろ
う
」
と
訴
え
た
。

　
集
会
に
先
立
ち
、「
木
枯
し

紋
次
郎
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
俳
優
の
中
村
敦
夫
氏
の
朗
読
劇

「
線
量
計
が
鳴
る
」
を
2
月
23

日
、
バ
イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う
と

プ
レ
企
画
と
し
て
医
科
・
歯
科

の
保
険
医
協
会
ら
が
京
都
市
内

で
開
催
。
参
加
者
は
3
1
9

人
と
な
っ
た
。

　
劇
は
、
福
島
原
発
で
働
い
て

い
た
元
配
管
技
師
と
い
う
設

定
。
原
発
の
町
で
生
れ
育
ち
、

原
発
で
働
き
、
そ
し
て
原
発
事

故
で
す
べ
て
を
失
っ
て
い
く
経

緯
、
原
発
の
仕
組
み
や
福
島
原

発
事
故
の
実
態
も
地
元
の
言
葉

で
語
ら
れ
た
。
こ
の
中
村
氏
の

凄
み
の
あ
る
語
り
に
観
衆
は
引

き
込
ま
れ
た
。

　
中
村
氏
は
、
自
身
が
小
中
学

校
時
代
を
過
ご
し
た
福
島
県
い

わ
き
市
で
、
原
発
事
故
と
い
う

戦
争
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
大
惨

劇
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を

受
け
、
義
憤
と
公
憤
か
ら
こ
の

劇
を
執
筆
し
た
と
話
し
、「
10

回
も
上
演
で
き
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
た
朗
読
劇
が
も
う
60

回
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
」

「
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
、
力
の
続
く
限
り
こ
の
問
題

を
み
な
さ
ん
に
訴
え
て
い
き
た

い
」
と
し
た
。

原発ゼロ掲げる野党一堂に

バイバイ原発３.10きょうとを開催

丹
後
地
域
と
人
々
に
感
謝

プ
レ
企
画
で
中
村
敦
夫
氏
の
朗
読
劇

ワ
イ
ン
解
説
に
耳
を
傾
け
つ
つ

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
待
つ
参
加
者

上
田 

和
茂
（
東
山
）

ド
イ
ツ
や
日
本
の
ワ
イ
ン
要
望
す
る
声
も

香
り
や
味
の
違
い
じ
っ
く
り
楽
し
む
ワ
イ
ン
講
座

文
化
企
画

丹後半島

北部医療
センター 天橋立

宮津

178

178網野・夕日ヶ浦

間人（たいざ）
経ヶ岬

カマヤ海岸

伊根町

熱演した中村敦夫氏

網野の街並み

北
部
医
療
セ
ン
タ
ー

丹後鉄道・夕日ヶ浦木津温泉駅
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